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令和７年度に使う予定の
　　 お金が決まりました！
令和７年度に使う予定の
　　 お金が決まりました！
令和７年度に使う予定の
　　 お金が決まりました！
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　『香美町の持続可能な町政運営を実現する予算』を掲げて提案された
令和７年度予算案を、全て審議・可決しました。

【予算】
　生活に直結する予算（一般会計）　　　　　　  168億円（町民一人当たり110万円）
　水道などの会計がある特別会計及び企業会計　107億円

総合計画に基づく事業の名称別予算の内訳

①ふるさとを担う子どもを育むまち

②若者がいきいきと働くまち 

③みんなが安心して暮らせる健康長寿のまち

④みんなで創る魅力あるまち

⑤地域の豊かな資源を生かすまち

⑥協働によるまちづくりの推進

⑦経営的視点にたった行財政運営の推進 

1,572,289

1,045,655

2,719,695

3,331,706

190,040

409,329

4,396,539

13,665,253

 64,592

△ 478,026

27,829

△ 287,783

△ 23,896

 91,576

223,223

△ 382,485

 1,507,697

1,523,681

2,691,866

3,619,489

213,936

317,753

4,173,316

14,047,738

※予算額の合計は、掲載事業分のみを集計しています。予算総額とは異なっています。

町民一人当たり

予算 過去最大
！町民一人当たり

予算 過去最大
！

事　　業　　名 令和７年度 令和６年度 比較増減

合　　　　計

令和７年度
合計

13,665,253千円
【100％】

②若者がいきいきと働くまち

③みんなが安心して
　 暮らせる健康長寿のまち

④みんなで創る魅力あるまち
⑤地域の豊かな資源を生かすまち

⑥協働によるまちづくりの推進

⑦経営的視点にたった
　行財政運営の推進

1,572,289千円
【12%】

1,045,655千円
【8%】

2,719,695千円
【20%】

3,331,706千円
【24%】

190,040千円
【1%】

409,329千円
【3%】

4,396,539千円
【32%】

①ふるさとを担う子どもを育むまち

（単位：千円）
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（単位：千円）令和7年度香美町特別会計及び企業会計予算一覧

令和7年度の特別会計及び企業会計は、
総額10,668,392千円となり、
令和6年度と比べ、△563,209千円でした。
詳細は以下の通りです。

令和7年度の特別会計及び企業会計は、
総額10,668,392千円となり、
令和6年度と比べ、△563,209千円でした。
詳細は以下の通りです。

令和7年度の特別会計及び企業会計は、
総額10,668,392千円となり、
令和6年度と比べ、△563,209千円でした。
詳細は以下の通りです。

5,244,044 

2,345,046 

2,035,546 

48,200 

33,500 

146,100 

81,700 

383,449 

2,512,773 

1,567 

1,209 

5,424,348 

1,882,398 

1,068,072 

2,440,238 

33,640 

5,408,586 

2,466,762 

2,159,962 

45,300 

28,600 

148,300 

84,600 

361,348 

2,577,249 

2,511 

716 

5,823,015 

1,793,565 

1,137,753 

2,866,416 

25,281 

△164,542 

△121,716 

△124,416 

2,900 

4,900 

△2,200 

△2,900 

22,101 

△64,476 

△944 

493 

△398,667 

88,833 

△69,681 

△426,178 

8,359 

△3.0%

△4.9%

△5.8%

6.4%

17.1%

△1.5%

△3.4%

6.1%

△2.5%

△37.6%

68.9%

△6.8%

5.0%

△6.1%

△14.9%

33.1%

国民健康保険事業 計

事業勘定

佐津診療施設勘定

兎塚・川会診療施設勘定

小代診療施設勘定

兎塚・川会歯科診療施設勘定

後期高齢者医療保険事業

介護保険事業

財産区

町立地方卸売市場事業

公立香住病院事業

水道事業

下水道事業

国民宿舎事業

特別会計

計企業会計

令和 7年度 令和 6年度 比較増減 増減率

総計



防
止
に
万
全
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
税
を
４
．

４
％
５
２
３
１
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。
基
金
２
７

０
０
万
円
を
使
い
物
価
高
に

苦
し
む
被
保
険
者
の
負
担
を

減
ら
し
て
は
。

答　
　
　
　
　
上
昇
率
が
低

く
基
金
の
繰
り
入
れ
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
５
月
の
国

保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
慎

重
審
議
、
答
申
に
基
づ
き
６

月
議
会
に
提
出
す
る
予
定
で

す
。

問　
へ
き
地
医
療
の
確
保
の

た
め
、
兎
塚
、
川
会
診
療
所

の
継
続
を
。

答　
　
　
　
　
現
状
を
総
合

的
に
分
析
し
、
地
域
の
意
見

や
患
者
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
継
続
と
廃
止
の
両
面

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
現

状
の
中
、
診
療
所
だ
け
で
な

く
町
全
体
の
医
療
環
境
の
整

備
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
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問　
大
阪
・
関
西
万
博
推
進

事
業
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

は
。

答　
令
和
７
年
９
月
30
日
〜

10
月
４
日
の
５
日
間
、関
西

パ
ビ
リ
オ
ン
の
兵
庫
県
ゾ
ー

ン
に
て
３
市
２
町
、交
代
で
イ

ベ
ン
ト
対
応
し
ま
す
。

　
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
笑
福
亭
鶴
笑
氏

（
朝
来
市
出
身
）の
パ
ペ
ッ
ト

落
語
を
午
前
と
午
後
２
回
、

メ
イ
ン
ホ
ー
ル（
１
６
０
㎡
）

で
開
催
し
ま
す
。

　
回
廊
で
は
ポ
ス
タ
ー
や
特

産
品
展
示
、モ
ニ
タ
ー
で
P
R

動
画
の
放
映
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
問　
農
業
共
同
利
用
施
設
整

備
事
業
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
再
編
の
メ
リ
ッ
ト
と

農
家
負
担
は
。

答　
浜
坂
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

機
能
の
見
直
し
に
よ
り
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て

①
色
彩
選
別
機
の
導
入
で
品

質
向
上
が
図
れ
る
。

②
時
期
や
一
定
以
上
の
量
は

必
要
で
あ
る
が
、
個
別
乾
燥

が
可
能
で
高
価
な
乾
燥
機
の

更
新
は
い
ら
な
い
。

③
自
己
生
産
さ
れ
た
保
有
米

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
ま
で
通
り
旧
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
出
荷
で
再
編
に

よ
る
新
た
な
農
家
負
担
は
増

え
ま
せ
ん
。

問　
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

デ
ジ
タ
ル
の
取
り
組
み
は
。

答　
参
加
者
が
手
軽
に
記
録

を
つ
け
ら
れ
達
成
度
を
実
感

で
き
ま
す
。町
と
し
て
も
デ
ー

タ
収
集
が
容
易
で
詳
細
な
分

析
が
可
能
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は

あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
慣
れ
て
な
い
高
齢
者
へ

の
説
明
や
導
入
費
用
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
、
予
算

計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
戦
没
者
追
悼
・
平
和
記

念
事
業
戦
後
80
年
を
迎
え
る

が
、
従
来
の
事
業
と
同
じ
な

の
か
。

答　
戦
後
80
年
に
特
化
し
た

特
別
な
事
業
は
計
画
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
例
年
の
通
り
「
戦
没
者
追

悼
式
」「
こ
ど
も
平
和
映
画

会
」
を
今
後
も
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

問　
村
岡
中
学
校
空
調
設
備

設
置
完
了
は
夏
に
間
に
合
う

の
か
。

答　
５
月
に
入
札
し
、
現
場

着
手
は
早
く
て
７
月
に
な
り

夏
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

問　
部
活
動
地
域
移
行
推
進

事
業
費
の
進
捗
状
況
は
。

答　
他
市
町
の
動
向
も
勘
案

し
、
休
日
の
み
で
な
く
平
日

を
含
む
地
域
移
行
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

問　
香
美
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

20
周
年
記
念
講
演
の
講
師
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
選
手

有
森
裕
子
さ
ん
の
選
考
理
由

は
。

答　
「
心
の
金
メ
ダ
ル
に
む

か
っ
て
」「
思
い
続
け
れ
ば

夢
は
か
な
う
」
等
の
講
演
の

実
績
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
る

方
へ
の
訴
え
る
力
、
夢
や
希

望
を
与
え
る
と
考
え
選
考
し

ま
し
た
。

　
問　
除
雪
費
の
歩
道
除
雪
は

万
全
か
。

答　
以
前
か
ら
一
部
で
通
学

時
間
帯
に
間
に
合
っ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
原
則

８
時
に
は
終
了
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
が
、
豪
雪
時

や
雪
の
押
し
出
し
に
よ
り
間

に
合
わ
な
い
場
所
が
あ
り
ま

す
。

　
委
託
業
者
に
出
動
時
間
を

早
め
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し

た
り
、
国
交
省
か
ら
歩
道
除

雪
機
の
増
強
等
で
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

　（
水
道
事
業
企
業
会
計
）

問　
水
道
管
の
耐
震
性
と
老

朽
化
は
。

答　
令
和
５
年
度
末
時
点
、

耐
震
適
合
率
６
．

 

３
％
で
県

下
で
も
低
い
水
準
で
す
。
法

定
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
た

管
路
延
長
の
割
合
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
耐
用
年
数
の
１
．

 

５
〜
２

倍
は
使
用
可
能
と
し
て
試
算

さ
れ
て
お
り
、
大
事
に
使
っ

て
、
優
先
順
位
の
高
い
個
所

か
ら
管
路
更
新
を
す
す
め
ま

す
。

（
公
立
香
住
病
院

　
　
　
　

事
業
企
業
会
計
）

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

の
活
用
状
況
と
現
保
険
証
の

廃
止
の
影
響
は
。

答　
窓
口
に
専
用
の
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
令
和
６
年
12

月
の
利
用
率
は
16
％
と
徐
々

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ド
の
使
い
方
の
わ
か

ら
な
い
患
者
さ
ん
に
は
受
付

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
な
ど

目
立
っ
た
混
乱
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
現
保
険
証
は
令
和
６
年
12

月
か
ら
原
則
廃
止
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
１
年
間
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
な
い

人
に
は
資
格
確
認
証
（
有
効

期
間
５
年
）
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
御
殿
山
管
理
費
、
委
託

料
、
解
体
と
跡
地
整
備
の
設

計
業
務
委
託
料
と
は
。

答　
公
衆
ト
イ
レ
、
旧
ゴ
ー

カ
ー
ト
コ
ー
ス
周
辺
の
遊

具
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
解

体
し
ま
す
。

　
園
内
の
再
整
備
、
修
景
の

た
め
の
雑
木
除
去
、
案
内
看

板
の
更
新
、
公
衆
ト
イ
レ
の

目
隠
し
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

跡
地
整
備
の
予
定
で
す
。

問　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
自
動
販
売
機
の
設
置
、

定
期
的
な
パ
ン
の
販
売
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
解
放
し
、

テ
ラ
ス
を
設
け
る
予
定
で
す
。

問　
令
和
６
年
度
末
退
職
者

数
と
７
年
度
採
用
者
数
は
。

答　
退
職
者
数
は
正
規
職
員

で
一
般
行
政
職
４
人
、
専
門

職
２
人
、
幼
稚
園
教
諭
２
人

の
計
８
人
で
す
。

　
採
用
予
定
者
は
、
一
般
行

政
職
７
人
（
新
卒
５
人
、
社

会
人
経
験
者
２
人
）
で
す
。

問　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

運
営
事
業
費
衛
星
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
個
人
負
担
額
は
。

答　
①
機
器
料
等
５
万
７
８

５
０
円
。

②
設
置
費
用
15
万
円
ま
で
２

分
の
１
補
助
後
の
負
担
は
10

万
３
千
円
ま
で
で
す
。

問　
タ
ク
シ
ー
運
行
継
続
支

援
事
業
補
助
金
の
詳
細
説
明

を
。

答　
①
道
路
運
送
法
の
一
般

乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
で

福
祉
輸
送
事
業
限
定
許
可
を

受
け
た
事
業
者
を
除
き
、
申

請
日
時
点
で
６
か
月
以
上
継

続
運
行
し
て
い
る
１
事
業
者

の
み
で
す
。

②
経
営
悪
化
し
た
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
事
業
廃
止
に
よ
る

町
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ

支
援
で
す
。

③
現
在
の
タ
ク
シ
ー
事
業
運

行
は
香
住
区
中
心
で
、
地
理

的
条
件
が
あ
り
、
町
内
全
域

の
町
民
に
恩
恵
を
平
等
に
受

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で

す
。

問　
町
民
バ
ス
運
営
事
業
費

①
町
民
バ
ス
射
添
線
デ
マ
ン

ド
実
証
実
験
は
。

②
町
民
バ
ス
全
体
の
見
直
し

の
検
討
内
容
は
。

答　
①
射
添
線
は
現
在
、
定

時
定
路
線
で
す
が
、
令
和
７

年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３

か
月
デ
マ
ン
ド
運
行
の
実
証

実
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
当
実
証
実
験
の
結
果
に
よ

り
ま
す
が
、
射
添
線
に
も
デ

マ
ン
ド
運
行
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
香
住
区
も
学
校
統
合
に
よ

る
児
童
の
通
学
方
法
が
概
ね

確
認
で
き
た
の
で
路
線
も
再

編
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
①
空
き
家
物
件
調
査
委

託
料
の
説
明
を
。

②
移
住
相
談
窓
口
の
対
応
は
。

答　
①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
す
る
た
め
の
空
き
家
の
物

件
調
査
で
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
開
に
お
い
て
間

取
り
な
ど
の
図
面
作
成
、
写

真
撮
影
、
土
砂
災
害
区
域
な

ど
の
注
意
点
を
ま
と
め
た
資

料
の
作
成
で
す
。

　
現
在
は
、
職
員
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
専
門
的
知
識

を
要
す
る
図
面
作
成
や
注
意

事
項
の
掲
載
に
宅
建
の
資
格

を
有
す
る
者
に
資
料
の
作
成

を
委
託
し
ま
す
。

②
香
住
区
内
で
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
移
住
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
相
談
業
務
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の

物
資
、
復
旧
資
機
材
の
備
蓄

状
況
と
対
応
は
。

答　
①
広
域
防
災
拠
点
か
ら

搬
送
さ
れ
る
緊
急
物
資
及
び

復
旧
資
機
材
の
集
積
・
配
送

ス
ペ
ー
ス
。

②
災
害
復
旧
活
動
の
た
め
の

駐
屯
ス
ペ
ー
ス
。

③
物
資
及
び
復
旧
資
機
材
の

備
蓄
施
設
。

問　
最
終
処
分
場
の
処
理
水

を
矢
田
川
に
放
流
せ
ず
下
水

道
に
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答　
　
　
　
　
現
時
点
で
水

質
基
準
を
満
た
し
て
お
り
問

題
が
な
い
こ
と
、
ま
た
施
設

ま
で
の
下
水
道
管
敷
設
費
用

や
処
理
施
設
の
永
続
的
な
稼

働
に
よ
る
将
来
負
担
を
考
え

る
と
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

●
建
設
課

●
農
林
水
産
課

●
健
康
課

●
福
祉
課

●
教
育
総
務
課

●
生
涯
学
習
課

●
こ
ど
も
教
育
課

●
観
光
商
工
課

●
上
下
水
道
課

南垣委員長（右）と見塚副委員長（左）

谷口委員

西川委員

松岡委員

令
和
７
年
度
予
算
を
可
決

　
議
長
を
除
く
14
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会（
南
垣  

誠
委
員
長
）

に
付
託
さ
れ
た
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
３
月
５
日
か
ら
実
質
６
日
間
の
日
程
で

審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 ！

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

正
規
職
員
化
な
ど
で
増
員
を

図
る
べ
き
で
は
。

答　
　
　
　
　
会
計
年
度
任

用
職
員
が
正
規
職
員
を
希
望

す
る
場
合
は
採
用
試
験
を
受

験
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
ダ
イ
レ
ク
ト
に

正
規
職
員
化
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問　
い
じ
め
に
つ
い
て
。

答　
　
　
　
　
い
じ
め
の
未

然
防
止
策
と
し
て
、
人
権
教

育
、
道
徳
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
日
常
の
指
導
体
制
の
構
築
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
、

年
間
指
導
計
画
の
作
成
実
行
、

児
童
生
徒
の
変
化
や
様
子
の

把
握
、
い
じ
め
を
認
知
し
た

際
の
組
織
的
な
対
応
の
徹
底
、

重
大
事
態
へ
の
対
応
の
確
認

と
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
等
の
ト
ラ

ブ
ル
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
職
員
の
研
修
を
重
ね

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
令
和
７
年
度

　
　
　
　
　
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
物
価
高
に
苦
し
む
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
予
算
が
ゼ
ロ

で
あ
る
。
国
保
税
は
、
一
人

当
た
り
４
．

 

４
％
増
税
す
る

冷
た
い
予
算
で
あ
る
。

　
現
在
配
布
中
の
商
品
券
は

７
月
末
ま
で
で
、
８
月
以
降

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
無

い
。
37
億
円
の
財
政
調
整
基

金
を
使
え
ば
充
分
な
財
源
は

あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
化
は

強
制
で
あ
り
、
自
治
体
所
有

の
膨
大
な
個
人
情
報
を
大
企

業
に
売
る
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
導
入
経
費
も
す
べ
て
の
負

担
を
自
治
体
に
押
し
付
け
て

い
る
。

　
最
終
処
分
場
の
処
理
水
の

矢
田
川
放
流
、
高
齢
者
大
学

の
千
円
徴
収
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
正
規
職
員
化
等
い

ま
ま
で
の
指
摘
に
応
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
南
垣　

  

誠 

議
員

　
燃
料
費
の
高
騰
等
物
価
高

に
苦
し
む
事
業
者
や
、
町
民

の
暮
ら
し
を
ど
う
守
っ
て
い

く
の
か
財
政
と
の
絡
み
の
中
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
観

点
か
ら
苦
心
さ
れ
た
予
算
で

あ
る
。
浜
上
町
政
12
年
の
集

大
成
が
読
み
取
れ
、
幹
部
職

員
と
協
議
し
、
住
民
課
題
に

い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
と

い
う
町
長
の
思
い
の
つ
ま
っ

た
予
算
で
あ
り
、
今
後
の
補

正
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
西
谷　

  

尚 

議
員

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価

高
騰
の
中
、
一
人
当
た
り
１

１
０
万
円
と
過
去
最
高
の
予

算
で
あ
る
。

　
特
別
会
計
、
企
業
会
計
へ

繰
り
出
し
金
の
高
止
ま
り
、

人
件
費
の
増
加
、
公
共
施
設

の
管
理
費
の
増
加
等
に
対
し
、

地
方
交
付
税
等
収
入
が
不
透

明
で
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
基

金
、
各
種
基
金
投
入
等
で
収

入
を
確
保
し
、
持
続
可
能
で

活
力
あ
る
町
づ
く
り
、
将
来

を
担
う
人
づ
く
り
、
安
心
で

誰
も
が
住
み
や
す
い
希
望
を

持
て
る
予
算
で
あ
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
基
金
を
使
っ
て
保
険
税
を

引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

平
準
化
を
進
め
る
県
下
一
本

化
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
行
被
保
険
者
証
が
昨
年

12
月
２
日
の
新
規
発
行
停
止

に
伴
い
短
期
証
の
廃
止
、
資

格
確
認
証
が
発
行
さ
れ
、
滞

納
者
の
納
税
相
談
の
機
会
が

失
わ
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

◆
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
医
療
保
険
事
業

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
物
価
高
騰
の
お
り
、
後
期

高
齢
者
の
年
金
は
３
年
連
続

減
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り

８
万
９
４
５
０
円
保
険
料
そ

の
も
の
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
。
75
歳
か
ら
の
医
療
を
差

別
し
て
い
る
。



防
止
に
万
全
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
税
を
４
．

４
％
５
２
３
１
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。
基
金
２
７

０
０
万
円
を
使
い
物
価
高
に

苦
し
む
被
保
険
者
の
負
担
を

減
ら
し
て
は
。

答　
　
　
　
　
上
昇
率
が
低

く
基
金
の
繰
り
入
れ
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
５
月
の
国

保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
慎

重
審
議
、
答
申
に
基
づ
き
６

月
議
会
に
提
出
す
る
予
定
で

す
。

問　
へ
き
地
医
療
の
確
保
の

た
め
、
兎
塚
、
川
会
診
療
所

の
継
続
を
。

答　
　
　
　
　
現
状
を
総
合

的
に
分
析
し
、
地
域
の
意
見

や
患
者
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
継
続
と
廃
止
の
両
面

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
現

状
の
中
、
診
療
所
だ
け
で
な

く
町
全
体
の
医
療
環
境
の
整

備
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

5
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問　
大
阪
・
関
西
万
博
推
進

事
業
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

は
。

答　
令
和
７
年
９
月
30
日
〜

10
月
４
日
の
５
日
間
、関
西

パ
ビ
リ
オ
ン
の
兵
庫
県
ゾ
ー

ン
に
て
３
市
２
町
、交
代
で
イ

ベ
ン
ト
対
応
し
ま
す
。

　
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
笑
福
亭
鶴
笑
氏

（
朝
来
市
出
身
）の
パ
ペ
ッ
ト

落
語
を
午
前
と
午
後
２
回
、

メ
イ
ン
ホ
ー
ル（
１
６
０
㎡
）

で
開
催
し
ま
す
。

　
回
廊
で
は
ポ
ス
タ
ー
や
特

産
品
展
示
、モ
ニ
タ
ー
で
P
R

動
画
の
放
映
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
問　
農
業
共
同
利
用
施
設
整

備
事
業
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
再
編
の
メ
リ
ッ
ト
と

農
家
負
担
は
。

答　
浜
坂
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

機
能
の
見
直
し
に
よ
り
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て

①
色
彩
選
別
機
の
導
入
で
品

質
向
上
が
図
れ
る
。

②
時
期
や
一
定
以
上
の
量
は

必
要
で
あ
る
が
、
個
別
乾
燥

が
可
能
で
高
価
な
乾
燥
機
の

更
新
は
い
ら
な
い
。

③
自
己
生
産
さ
れ
た
保
有
米

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
ま
で
通
り
旧
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
出
荷
で
再
編
に

よ
る
新
た
な
農
家
負
担
は
増

え
ま
せ
ん
。

問　
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

デ
ジ
タ
ル
の
取
り
組
み
は
。

答　
参
加
者
が
手
軽
に
記
録

を
つ
け
ら
れ
達
成
度
を
実
感

で
き
ま
す
。町
と
し
て
も
デ
ー

タ
収
集
が
容
易
で
詳
細
な
分

析
が
可
能
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は

あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
慣
れ
て
な
い
高
齢
者
へ

の
説
明
や
導
入
費
用
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
、
予
算

計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
戦
没
者
追
悼
・
平
和
記

念
事
業
戦
後
80
年
を
迎
え
る

が
、
従
来
の
事
業
と
同
じ
な

の
か
。

答　
戦
後
80
年
に
特
化
し
た

特
別
な
事
業
は
計
画
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
例
年
の
通
り
「
戦
没
者
追

悼
式
」「
こ
ど
も
平
和
映
画

会
」
を
今
後
も
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

問　
村
岡
中
学
校
空
調
設
備

設
置
完
了
は
夏
に
間
に
合
う

の
か
。

答　
５
月
に
入
札
し
、
現
場

着
手
は
早
く
て
７
月
に
な
り

夏
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

問　
部
活
動
地
域
移
行
推
進

事
業
費
の
進
捗
状
況
は
。

答　
他
市
町
の
動
向
も
勘
案

し
、
休
日
の
み
で
な
く
平
日

を
含
む
地
域
移
行
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

問　
香
美
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

20
周
年
記
念
講
演
の
講
師
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
選
手

有
森
裕
子
さ
ん
の
選
考
理
由

は
。

答　
「
心
の
金
メ
ダ
ル
に
む

か
っ
て
」「
思
い
続
け
れ
ば

夢
は
か
な
う
」
等
の
講
演
の

実
績
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
る

方
へ
の
訴
え
る
力
、
夢
や
希

望
を
与
え
る
と
考
え
選
考
し

ま
し
た
。

　
問　
除
雪
費
の
歩
道
除
雪
は

万
全
か
。

答　
以
前
か
ら
一
部
で
通
学

時
間
帯
に
間
に
合
っ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
原
則

８
時
に
は
終
了
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
が
、
豪
雪
時

や
雪
の
押
し
出
し
に
よ
り
間

に
合
わ
な
い
場
所
が
あ
り
ま

す
。

　
委
託
業
者
に
出
動
時
間
を

早
め
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し

た
り
、
国
交
省
か
ら
歩
道
除

雪
機
の
増
強
等
で
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

　（
水
道
事
業
企
業
会
計
）

問　
水
道
管
の
耐
震
性
と
老

朽
化
は
。

答　
令
和
５
年
度
末
時
点
、

耐
震
適
合
率
６
．

 

３
％
で
県

下
で
も
低
い
水
準
で
す
。
法

定
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
た

管
路
延
長
の
割
合
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
耐
用
年
数
の
１
．

 

５
〜
２

倍
は
使
用
可
能
と
し
て
試
算

さ
れ
て
お
り
、
大
事
に
使
っ

て
、
優
先
順
位
の
高
い
個
所

か
ら
管
路
更
新
を
す
す
め
ま

す
。

（
公
立
香
住
病
院

　
　
　
　

事
業
企
業
会
計
）

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

の
活
用
状
況
と
現
保
険
証
の

廃
止
の
影
響
は
。

答　
窓
口
に
専
用
の
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
令
和
６
年
12

月
の
利
用
率
は
16
％
と
徐
々

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ド
の
使
い
方
の
わ
か

ら
な
い
患
者
さ
ん
に
は
受
付

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
な
ど

目
立
っ
た
混
乱
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
現
保
険
証
は
令
和
６
年
12

月
か
ら
原
則
廃
止
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
１
年
間
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
な
い

人
に
は
資
格
確
認
証
（
有
効

期
間
５
年
）
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
御
殿
山
管
理
費
、
委
託

料
、
解
体
と
跡
地
整
備
の
設

計
業
務
委
託
料
と
は
。

答　
公
衆
ト
イ
レ
、
旧
ゴ
ー

カ
ー
ト
コ
ー
ス
周
辺
の
遊

具
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
解

体
し
ま
す
。

　
園
内
の
再
整
備
、
修
景
の

た
め
の
雑
木
除
去
、
案
内
看

板
の
更
新
、
公
衆
ト
イ
レ
の

目
隠
し
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

跡
地
整
備
の
予
定
で
す
。

問　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
自
動
販
売
機
の
設
置
、

定
期
的
な
パ
ン
の
販
売
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
解
放
し
、

テ
ラ
ス
を
設
け
る
予
定
で
す
。

問　
令
和
６
年
度
末
退
職
者

数
と
７
年
度
採
用
者
数
は
。

答　
退
職
者
数
は
正
規
職
員

で
一
般
行
政
職
４
人
、
専
門

職
２
人
、
幼
稚
園
教
諭
２
人

の
計
８
人
で
す
。

　
採
用
予
定
者
は
、
一
般
行

政
職
７
人
（
新
卒
５
人
、
社

会
人
経
験
者
２
人
）
で
す
。

問　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

運
営
事
業
費
衛
星
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
個
人
負
担
額
は
。

答　
①
機
器
料
等
５
万
７
８

５
０
円
。

②
設
置
費
用
15
万
円
ま
で
２

分
の
１
補
助
後
の
負
担
は
10

万
３
千
円
ま
で
で
す
。

問　
タ
ク
シ
ー
運
行
継
続
支

援
事
業
補
助
金
の
詳
細
説
明

を
。

答　
①
道
路
運
送
法
の
一
般

乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
で

福
祉
輸
送
事
業
限
定
許
可
を

受
け
た
事
業
者
を
除
き
、
申

請
日
時
点
で
６
か
月
以
上
継

続
運
行
し
て
い
る
１
事
業
者

の
み
で
す
。

②
経
営
悪
化
し
た
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
事
業
廃
止
に
よ
る

町
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ

支
援
で
す
。

③
現
在
の
タ
ク
シ
ー
事
業
運

行
は
香
住
区
中
心
で
、
地
理

的
条
件
が
あ
り
、
町
内
全
域

の
町
民
に
恩
恵
を
平
等
に
受

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で

す
。

問　
町
民
バ
ス
運
営
事
業
費

①
町
民
バ
ス
射
添
線
デ
マ
ン

ド
実
証
実
験
は
。

②
町
民
バ
ス
全
体
の
見
直
し

の
検
討
内
容
は
。

答　
①
射
添
線
は
現
在
、
定

時
定
路
線
で
す
が
、
令
和
７

年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３

か
月
デ
マ
ン
ド
運
行
の
実
証

実
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
当
実
証
実
験
の
結
果
に
よ

り
ま
す
が
、
射
添
線
に
も
デ

マ
ン
ド
運
行
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
香
住
区
も
学
校
統
合
に
よ

る
児
童
の
通
学
方
法
が
概
ね

確
認
で
き
た
の
で
路
線
も
再

編
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
①
空
き
家
物
件
調
査
委

託
料
の
説
明
を
。

②
移
住
相
談
窓
口
の
対
応
は
。

答　
①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
す
る
た
め
の
空
き
家
の
物

件
調
査
で
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
開
に
お
い
て
間

取
り
な
ど
の
図
面
作
成
、
写

真
撮
影
、
土
砂
災
害
区
域
な

ど
の
注
意
点
を
ま
と
め
た
資

料
の
作
成
で
す
。

　
現
在
は
、
職
員
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
専
門
的
知
識

を
要
す
る
図
面
作
成
や
注
意

事
項
の
掲
載
に
宅
建
の
資
格

を
有
す
る
者
に
資
料
の
作
成

を
委
託
し
ま
す
。

②
香
住
区
内
で
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
移
住
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
相
談
業
務
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の

物
資
、
復
旧
資
機
材
の
備
蓄

状
況
と
対
応
は
。

答　
①
広
域
防
災
拠
点
か
ら

搬
送
さ
れ
る
緊
急
物
資
及
び

復
旧
資
機
材
の
集
積
・
配
送

ス
ペ
ー
ス
。

②
災
害
復
旧
活
動
の
た
め
の

駐
屯
ス
ペ
ー
ス
。

③
物
資
及
び
復
旧
資
機
材
の

備
蓄
施
設
。

問　
最
終
処
分
場
の
処
理
水

を
矢
田
川
に
放
流
せ
ず
下
水

道
に
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答　
　
　
　
　
現
時
点
で
水

質
基
準
を
満
た
し
て
お
り
問

題
が
な
い
こ
と
、
ま
た
施
設

ま
で
の
下
水
道
管
敷
設
費
用

や
処
理
施
設
の
永
続
的
な
稼

働
に
よ
る
将
来
負
担
を
考
え

る
と
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

●
総
務
課

●
村
岡
地
域
局

●
企
画
課

総
括
質
疑

町
　
長

●
小
代
地
域
局

●
防
災
安
全
課

●
公
立
香
住
病
院

南垣委員長

東垣委員

小谷委員

藤井委員

西谷 尚委員

田野委員

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

正
規
職
員
化
な
ど
で
増
員
を

図
る
べ
き
で
は
。

答　
　
　
　
　
会
計
年
度
任

用
職
員
が
正
規
職
員
を
希
望

す
る
場
合
は
採
用
試
験
を
受

験
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
ダ
イ
レ
ク
ト
に

正
規
職
員
化
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問　
い
じ
め
に
つ
い
て
。

答　
　
　
　
　
い
じ
め
の
未

然
防
止
策
と
し
て
、
人
権
教

育
、
道
徳
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
日
常
の
指
導
体
制
の
構
築
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
、

年
間
指
導
計
画
の
作
成
実
行
、

児
童
生
徒
の
変
化
や
様
子
の

把
握
、
い
じ
め
を
認
知
し
た

際
の
組
織
的
な
対
応
の
徹
底
、

重
大
事
態
へ
の
対
応
の
確
認

と
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
等
の
ト
ラ

ブ
ル
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
職
員
の
研
修
を
重
ね

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
令
和
７
年
度

　
　
　
　
　
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
物
価
高
に
苦
し
む
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
予
算
が
ゼ
ロ

で
あ
る
。
国
保
税
は
、
一
人

当
た
り
４
．

 

４
％
増
税
す
る

冷
た
い
予
算
で
あ
る
。

　
現
在
配
布
中
の
商
品
券
は

７
月
末
ま
で
で
、
８
月
以
降

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
無

い
。
37
億
円
の
財
政
調
整
基

金
を
使
え
ば
充
分
な
財
源
は

あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
化
は

強
制
で
あ
り
、
自
治
体
所
有

の
膨
大
な
個
人
情
報
を
大
企

業
に
売
る
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
導
入
経
費
も
す
べ
て
の
負

担
を
自
治
体
に
押
し
付
け
て

い
る
。

　
最
終
処
分
場
の
処
理
水
の

矢
田
川
放
流
、
高
齢
者
大
学

の
千
円
徴
収
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
正
規
職
員
化
等
い

ま
ま
で
の
指
摘
に
応
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
南
垣　

  

誠 

議
員

　
燃
料
費
の
高
騰
等
物
価
高

に
苦
し
む
事
業
者
や
、
町
民

の
暮
ら
し
を
ど
う
守
っ
て
い

く
の
か
財
政
と
の
絡
み
の
中
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
観

点
か
ら
苦
心
さ
れ
た
予
算
で

あ
る
。
浜
上
町
政
12
年
の
集

大
成
が
読
み
取
れ
、
幹
部
職

員
と
協
議
し
、
住
民
課
題
に

い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
と

い
う
町
長
の
思
い
の
つ
ま
っ

た
予
算
で
あ
り
、
今
後
の
補

正
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
西
谷　

  

尚 

議
員

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価

高
騰
の
中
、
一
人
当
た
り
１

１
０
万
円
と
過
去
最
高
の
予

算
で
あ
る
。

　
特
別
会
計
、
企
業
会
計
へ

繰
り
出
し
金
の
高
止
ま
り
、

人
件
費
の
増
加
、
公
共
施
設

の
管
理
費
の
増
加
等
に
対
し
、

地
方
交
付
税
等
収
入
が
不
透

明
で
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
基

金
、
各
種
基
金
投
入
等
で
収

入
を
確
保
し
、
持
続
可
能
で

活
力
あ
る
町
づ
く
り
、
将
来

を
担
う
人
づ
く
り
、
安
心
で

誰
も
が
住
み
や
す
い
希
望
を

持
て
る
予
算
で
あ
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
基
金
を
使
っ
て
保
険
税
を

引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

平
準
化
を
進
め
る
県
下
一
本

化
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
行
被
保
険
者
証
が
昨
年

12
月
２
日
の
新
規
発
行
停
止

に
伴
い
短
期
証
の
廃
止
、
資

格
確
認
証
が
発
行
さ
れ
、
滞

納
者
の
納
税
相
談
の
機
会
が

失
わ
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

◆
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
医
療
保
険
事
業

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
物
価
高
騰
の
お
り
、
後
期

高
齢
者
の
年
金
は
３
年
連
続

減
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り

８
万
９
４
５
０
円
保
険
料
そ

の
も
の
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
。
75
歳
か
ら
の
医
療
を
差

別
し
て
い
る
。



防
止
に
万
全
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
税
を
４
．

４
％
５
２
３
１
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。
基
金
２
７

０
０
万
円
を
使
い
物
価
高
に

苦
し
む
被
保
険
者
の
負
担
を

減
ら
し
て
は
。

答　
　
　
　
　
上
昇
率
が
低

く
基
金
の
繰
り
入
れ
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
５
月
の
国

保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
慎

重
審
議
、
答
申
に
基
づ
き
６

月
議
会
に
提
出
す
る
予
定
で

す
。

問　
へ
き
地
医
療
の
確
保
の

た
め
、
兎
塚
、
川
会
診
療
所

の
継
続
を
。

答　
　
　
　
　
現
状
を
総
合

的
に
分
析
し
、
地
域
の
意
見

や
患
者
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
継
続
と
廃
止
の
両
面

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
現

状
の
中
、
診
療
所
だ
け
で
な

く
町
全
体
の
医
療
環
境
の
整

備
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

6

かみ議会だより　6令和７年５月８日　第81号

問　
大
阪
・
関
西
万
博
推
進

事
業
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

は
。

答　
令
和
７
年
９
月
30
日
〜

10
月
４
日
の
５
日
間
、関
西

パ
ビ
リ
オ
ン
の
兵
庫
県
ゾ
ー

ン
に
て
３
市
２
町
、交
代
で
イ

ベ
ン
ト
対
応
し
ま
す
。

　
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
笑
福
亭
鶴
笑
氏

（
朝
来
市
出
身
）の
パ
ペ
ッ
ト

落
語
を
午
前
と
午
後
２
回
、

メ
イ
ン
ホ
ー
ル（
１
６
０
㎡
）

で
開
催
し
ま
す
。

　
回
廊
で
は
ポ
ス
タ
ー
や
特

産
品
展
示
、モ
ニ
タ
ー
で
P
R

動
画
の
放
映
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
問　
農
業
共
同
利
用
施
設
整

備
事
業
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
再
編
の
メ
リ
ッ
ト
と

農
家
負
担
は
。

答　
浜
坂
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

機
能
の
見
直
し
に
よ
り
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て

①
色
彩
選
別
機
の
導
入
で
品

質
向
上
が
図
れ
る
。

②
時
期
や
一
定
以
上
の
量
は

必
要
で
あ
る
が
、
個
別
乾
燥

が
可
能
で
高
価
な
乾
燥
機
の

更
新
は
い
ら
な
い
。

③
自
己
生
産
さ
れ
た
保
有
米

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
ま
で
通
り
旧
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
出
荷
で
再
編
に

よ
る
新
た
な
農
家
負
担
は
増

え
ま
せ
ん
。

問　
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

デ
ジ
タ
ル
の
取
り
組
み
は
。

答　
参
加
者
が
手
軽
に
記
録

を
つ
け
ら
れ
達
成
度
を
実
感

で
き
ま
す
。町
と
し
て
も
デ
ー

タ
収
集
が
容
易
で
詳
細
な
分

析
が
可
能
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は

あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
に
慣
れ
て
な
い
高
齢
者
へ

の
説
明
や
導
入
費
用
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
、
予
算

計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
戦
没
者
追
悼
・
平
和
記

念
事
業
戦
後
80
年
を
迎
え
る

が
、
従
来
の
事
業
と
同
じ
な

の
か
。

答　
戦
後
80
年
に
特
化
し
た

特
別
な
事
業
は
計
画
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
例
年
の
通
り
「
戦
没
者
追

悼
式
」「
こ
ど
も
平
和
映
画

会
」
を
今
後
も
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

問　
村
岡
中
学
校
空
調
設
備

設
置
完
了
は
夏
に
間
に
合
う

の
か
。

答　
５
月
に
入
札
し
、
現
場

着
手
は
早
く
て
７
月
に
な
り

夏
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

問　
部
活
動
地
域
移
行
推
進

事
業
費
の
進
捗
状
況
は
。

答　
他
市
町
の
動
向
も
勘
案

し
、
休
日
の
み
で
な
く
平
日

を
含
む
地
域
移
行
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

問　
香
美
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

20
周
年
記
念
講
演
の
講
師
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
選
手

有
森
裕
子
さ
ん
の
選
考
理
由

は
。

答　
「
心
の
金
メ
ダ
ル
に
む

か
っ
て
」「
思
い
続
け
れ
ば

夢
は
か
な
う
」
等
の
講
演
の

実
績
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
る

方
へ
の
訴
え
る
力
、
夢
や
希

望
を
与
え
る
と
考
え
選
考
し

ま
し
た
。

　
問　
除
雪
費
の
歩
道
除
雪
は

万
全
か
。

答　
以
前
か
ら
一
部
で
通
学

時
間
帯
に
間
に
合
っ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
原
則

８
時
に
は
終
了
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
が
、
豪
雪
時

や
雪
の
押
し
出
し
に
よ
り
間

に
合
わ
な
い
場
所
が
あ
り
ま

す
。

　
委
託
業
者
に
出
動
時
間
を

早
め
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し

た
り
、
国
交
省
か
ら
歩
道
除

雪
機
の
増
強
等
で
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

　（
水
道
事
業
企
業
会
計
）

問　
水
道
管
の
耐
震
性
と
老

朽
化
は
。

答　
令
和
５
年
度
末
時
点
、

耐
震
適
合
率
６
．

 

３
％
で
県

下
で
も
低
い
水
準
で
す
。
法

定
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
た

管
路
延
長
の
割
合
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
耐
用
年
数
の
１
．

 

５
〜
２

倍
は
使
用
可
能
と
し
て
試
算

さ
れ
て
お
り
、
大
事
に
使
っ

て
、
優
先
順
位
の
高
い
個
所

か
ら
管
路
更
新
を
す
す
め
ま

す
。

（
公
立
香
住
病
院

　
　
　
　

事
業
企
業
会
計
）

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

の
活
用
状
況
と
現
保
険
証
の

廃
止
の
影
響
は
。

答　
窓
口
に
専
用
の
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
令
和
６
年
12

月
の
利
用
率
は
16
％
と
徐
々

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ド
の
使
い
方
の
わ
か

ら
な
い
患
者
さ
ん
に
は
受
付

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
な
ど

目
立
っ
た
混
乱
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
現
保
険
証
は
令
和
６
年
12

月
か
ら
原
則
廃
止
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
１
年
間
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
な
い

人
に
は
資
格
確
認
証
（
有
効

期
間
５
年
）
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
御
殿
山
管
理
費
、
委
託

料
、
解
体
と
跡
地
整
備
の
設

計
業
務
委
託
料
と
は
。

答　
公
衆
ト
イ
レ
、
旧
ゴ
ー

カ
ー
ト
コ
ー
ス
周
辺
の
遊

具
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
解

体
し
ま
す
。

　
園
内
の
再
整
備
、
修
景
の

た
め
の
雑
木
除
去
、
案
内
看

板
の
更
新
、
公
衆
ト
イ
レ
の

目
隠
し
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

跡
地
整
備
の
予
定
で
す
。

問　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
自
動
販
売
機
の
設
置
、

定
期
的
な
パ
ン
の
販
売
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
解
放
し
、

テ
ラ
ス
を
設
け
る
予
定
で
す
。

問　
令
和
６
年
度
末
退
職
者

数
と
７
年
度
採
用
者
数
は
。

答　
退
職
者
数
は
正
規
職
員

で
一
般
行
政
職
４
人
、
専
門

職
２
人
、
幼
稚
園
教
諭
２
人

の
計
８
人
で
す
。

　
採
用
予
定
者
は
、
一
般
行

政
職
７
人
（
新
卒
５
人
、
社

会
人
経
験
者
２
人
）
で
す
。

問　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

運
営
事
業
費
衛
星
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
個
人
負
担
額
は
。

答　
①
機
器
料
等
５
万
７
８

５
０
円
。

②
設
置
費
用
15
万
円
ま
で
２

分
の
１
補
助
後
の
負
担
は
10

万
３
千
円
ま
で
で
す
。

問　
タ
ク
シ
ー
運
行
継
続
支

援
事
業
補
助
金
の
詳
細
説
明

を
。

答　
①
道
路
運
送
法
の
一
般

乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
で

福
祉
輸
送
事
業
限
定
許
可
を

受
け
た
事
業
者
を
除
き
、
申

請
日
時
点
で
６
か
月
以
上
継

続
運
行
し
て
い
る
１
事
業
者

の
み
で
す
。

②
経
営
悪
化
し
た
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
事
業
廃
止
に
よ
る

町
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ

支
援
で
す
。

③
現
在
の
タ
ク
シ
ー
事
業
運

行
は
香
住
区
中
心
で
、
地
理

的
条
件
が
あ
り
、
町
内
全
域

の
町
民
に
恩
恵
を
平
等
に
受

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で

す
。

問　
町
民
バ
ス
運
営
事
業
費

①
町
民
バ
ス
射
添
線
デ
マ
ン

ド
実
証
実
験
は
。

②
町
民
バ
ス
全
体
の
見
直
し

の
検
討
内
容
は
。

答　
①
射
添
線
は
現
在
、
定

時
定
路
線
で
す
が
、
令
和
７

年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３

か
月
デ
マ
ン
ド
運
行
の
実
証

実
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
当
実
証
実
験
の
結
果
に
よ

り
ま
す
が
、
射
添
線
に
も
デ

マ
ン
ド
運
行
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
香
住
区
も
学
校
統
合
に
よ

る
児
童
の
通
学
方
法
が
概
ね

確
認
で
き
た
の
で
路
線
も
再

編
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
①
空
き
家
物
件
調
査
委

託
料
の
説
明
を
。

②
移
住
相
談
窓
口
の
対
応
は
。

答　
①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
す
る
た
め
の
空
き
家
の
物

件
調
査
で
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
開
に
お
い
て
間

取
り
な
ど
の
図
面
作
成
、
写

真
撮
影
、
土
砂
災
害
区
域
な

ど
の
注
意
点
を
ま
と
め
た
資

料
の
作
成
で
す
。

　
現
在
は
、
職
員
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
専
門
的
知
識

を
要
す
る
図
面
作
成
や
注
意

事
項
の
掲
載
に
宅
建
の
資
格

を
有
す
る
者
に
資
料
の
作
成

を
委
託
し
ま
す
。

②
香
住
区
内
で
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
移
住
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
相
談
業
務
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の

物
資
、
復
旧
資
機
材
の
備
蓄

状
況
と
対
応
は
。

答　
①
広
域
防
災
拠
点
か
ら

搬
送
さ
れ
る
緊
急
物
資
及
び

復
旧
資
機
材
の
集
積
・
配
送

ス
ペ
ー
ス
。

②
災
害
復
旧
活
動
の
た
め
の

駐
屯
ス
ペ
ー
ス
。

③
物
資
及
び
復
旧
資
機
材
の

備
蓄
施
設
。

問　
最
終
処
分
場
の
処
理
水

を
矢
田
川
に
放
流
せ
ず
下
水

道
に
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答　
　
　
　
　
現
時
点
で
水

質
基
準
を
満
た
し
て
お
り
問

題
が
な
い
こ
と
、
ま
た
施
設

ま
で
の
下
水
道
管
敷
設
費
用

や
処
理
施
設
の
永
続
的
な
稼

働
に
よ
る
将
来
負
担
を
考
え

る
と
具
体
的
に
検
討
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

見塚副委員長

森浦委員

吉川委員

西谷 高弘委員

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
討
論

賛
成
討
論

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

正
規
職
員
化
な
ど
で
増
員
を

図
る
べ
き
で
は
。

答　
　
　
　
　
会
計
年
度
任

用
職
員
が
正
規
職
員
を
希
望

す
る
場
合
は
採
用
試
験
を
受

験
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
ダ
イ
レ
ク
ト
に

正
規
職
員
化
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問　
い
じ
め
に
つ
い
て
。

答　
　
　
　
　
い
じ
め
の
未

然
防
止
策
と
し
て
、
人
権
教

育
、
道
徳
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
日
常
の
指
導
体
制
の
構
築
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
、

年
間
指
導
計
画
の
作
成
実
行
、

児
童
生
徒
の
変
化
や
様
子
の

把
握
、
い
じ
め
を
認
知
し
た

際
の
組
織
的
な
対
応
の
徹
底
、

重
大
事
態
へ
の
対
応
の
確
認

と
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
等
の
ト
ラ

ブ
ル
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
職
員
の
研
修
を
重
ね

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
令
和
７
年
度

　
　
　
　
　
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
物
価
高
に
苦
し
む
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
予
算
が
ゼ
ロ

で
あ
る
。
国
保
税
は
、
一
人

当
た
り
４
．

 

４
％
増
税
す
る

冷
た
い
予
算
で
あ
る
。

　
現
在
配
布
中
の
商
品
券
は

７
月
末
ま
で
で
、
８
月
以
降

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
無

い
。
37
億
円
の
財
政
調
整
基

金
を
使
え
ば
充
分
な
財
源
は

あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
化
は

強
制
で
あ
り
、
自
治
体
所
有

の
膨
大
な
個
人
情
報
を
大
企

業
に
売
る
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
導
入
経
費
も
す
べ
て
の
負

担
を
自
治
体
に
押
し
付
け
て

い
る
。

　
最
終
処
分
場
の
処
理
水
の

矢
田
川
放
流
、
高
齢
者
大
学

の
千
円
徴
収
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
正
規
職
員
化
等
い

ま
ま
で
の
指
摘
に
応
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
南
垣　

  

誠 

議
員

　
燃
料
費
の
高
騰
等
物
価
高

に
苦
し
む
事
業
者
や
、
町
民

の
暮
ら
し
を
ど
う
守
っ
て
い

く
の
か
財
政
と
の
絡
み
の
中
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
観

点
か
ら
苦
心
さ
れ
た
予
算
で

あ
る
。
浜
上
町
政
12
年
の
集

大
成
が
読
み
取
れ
、
幹
部
職

員
と
協
議
し
、
住
民
課
題
に

い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
と

い
う
町
長
の
思
い
の
つ
ま
っ

た
予
算
で
あ
り
、
今
後
の
補

正
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
西
谷　

  

尚 

議
員

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
物
価

高
騰
の
中
、
一
人
当
た
り
１

１
０
万
円
と
過
去
最
高
の
予

算
で
あ
る
。

　
特
別
会
計
、
企
業
会
計
へ

繰
り
出
し
金
の
高
止
ま
り
、

人
件
費
の
増
加
、
公
共
施
設

の
管
理
費
の
増
加
等
に
対
し
、

地
方
交
付
税
等
収
入
が
不
透

明
で
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
基

金
、
各
種
基
金
投
入
等
で
収

入
を
確
保
し
、
持
続
可
能
で

活
力
あ
る
町
づ
く
り
、
将
来

を
担
う
人
づ
く
り
、
安
心
で

誰
も
が
住
み
や
す
い
希
望
を

持
て
る
予
算
で
あ
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
基
金
を
使
っ
て
保
険
税
を

引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

平
準
化
を
進
め
る
県
下
一
本

化
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
行
被
保
険
者
証
が
昨
年

12
月
２
日
の
新
規
発
行
停
止

に
伴
い
短
期
証
の
廃
止
、
資

格
確
認
証
が
発
行
さ
れ
、
滞

納
者
の
納
税
相
談
の
機
会
が

失
わ
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

◆
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
医
療
保
険
事
業

　
　
　
　
谷
口  

眞
治 

議
員

　
物
価
高
騰
の
お
り
、
後
期

高
齢
者
の
年
金
は
３
年
連
続

減
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り

８
万
９
４
５
０
円
保
険
料
そ

の
も
の
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
。
75
歳
か
ら
の
医
療
を
差

別
し
て
い
る
。

教
育
長
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質　
疑

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
10
号
）

問　
豪
雨
に
よ
る
農
地
災
害

の
補
助
額
が
上
が
っ
た
の
に

受
益
者
分
担
金
が
上
が
っ
た

の
は
。

答　
　
　
　
令
和
２
年
３
月

定
例
会
で
当
局
修
正
案
の
条

例
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
条
例

に
従
い
算
出
し
た
結
果
で
す
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
事
業
費
の
大
幅
な
減
額

は
、
射
添
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
限
っ
た
こ
と
な
の
か
。

答　
　
　
　
射
添
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
限
定
し
た
の

で
な
く
、
地
域
伴
走
支
援
員

の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

問　
町
民
バ
ス
委
託
費
の
増

額
の
要
因
は
。

答　
　
　
　
運
賃
収
入
の
見

込
み
額
が
過
少
だ
っ
た
た
め

で
す
。

問　
保
育
実
施
委
託
料
の
増

額
は
。

答　
　
　
　
　
　
　
児
童
数

の
増
加
に
よ
る
人
件
費
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
６
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
補
正
予
算（
第
４
号
）

◆
公
立
香
住
病
院
事
業
企
業

　
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

問　
外
来
・
入
院
収
益
の
大

幅
な
減
収
の
要
因
は
。

答　
　
　
　
　
　
外
来
は
発

熱
外
来
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
、
入
院
は
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
に
よ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

補
正
予
算

財
政
課

企
画
課

企
画
課

こ
ど
も
教
育
課

病
院
事
務
局

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
議
案
は

全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
・
変
更

令和6年度香美町一般会計補正予算（第10号）に対する修正動議
（主旨）
農地災害復旧費に掛かる補正額の財源内訳その他15,000円を削除する。
（理由）
　6月22日～23日豪雨による農地災害は、激甚災害に指定されたことにより補助率が90％から98.4％に確定した。県
からの補助額が増えたにもかかわらず、受益者分担金を15,000円増額して徴収しようとする。
　香美町又は国若しくは県が行う事業の受益者分担金徴収条例第５条に、災害その他特別な理由がある場合において、
「町長が必要である」と認めるときは、徴収する分担金の全部若しくは一部を免除し、又はその徴収を猶予することが出
来ると定められている。
　事前に農業者へ40,000円の負担と説明し、県からの補助が増額したにもかかわらず、受益者分担金を増高させるこ
とは、香美町の災害復旧支援、主要産業である農業従事者に対する姿勢に疑念を抱かせる補正予算と言わざるを得ない。

◆
辺
地
総
合
整
備
計
画
（
奥

佐
津
辺
地
）
を
策
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
。

◆
辺
地
総
合
整
備
計
画
（
相

谷
辺
地
）
を
策
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
。

◆
辺
地
総
合
整
備
計
画
（
山

田
・
境
辺
地
）
を
策
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
新
た
に
取
水
沈
砂
池
を
設
置
。

◆
辺
地
総
合
整
備
計
画
（
柤

岡
辺
地
）
を
策
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
道
路
法
面
の
改
修
。

◆
辺
地
総
合
整
備
計
画
（
佐

坊
辺
地
）
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
道
路
改
良
。

問　
事
業
費
が
増
額
と
な
っ

た
要
因
は
。

答　
　
　
　
道
路
延
長
が
延

び
た
こ
と
と
道
路
の
拡
幅
等

に
よ
る
工
事
費
用
が
増
加
し

た
た
め
で
す
。

質　
疑

建
築
課

修正動議修正動議 発議者 南垣 誠議員、森浦 繁議員

（款）11.災害復旧費

目

1.農地災害
　復旧費 3,400 0

0

285 △300

28510,420

3,400

10,420 △300

0
0

15
15

計

補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源 区　分 金　額
説　　明

（財源内訳の補正）

（単位：千円）
節

（項）1.農林水産施設災害復旧費

0 015
15

 審議結果 不採択 審議結果 不採択
　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
提
案

さ
れ
た
辺
地
総
合
計
画
の
策
定
・

変
更
に
関
す
る
議
案
は
全
て
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。



田上　圭児さん
（香住区無南垣）

田路　一成さん
（村岡区福岡）

◆法務大臣に推薦することに同意しました。任期は、令和７年７月１日から３年間です。 ◆任期は、令和７年5月31日から
　４年間です。

たがみ　　　けいじ とおじ　　 かずなり

田路　一成さん
（村岡区福岡）

とおじ　　 かずなり
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かみ議会だより　8令和７年５月８日　第81号

１
月
臨
時
会

　
令
和
７
年
１
月
23
日
、
１
月
臨
時
会
に
お
い
て

条
例
改
正
・
補
正
予
算
２
議
案
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
香
美
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

問　
人
事
院
勧
告
に
必
ず
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答　
　
　
　
従
前
よ
り
、
国

の
給
与
体
系
に
準
じ
て
き
て

い
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

問　
町
内
で
利
用
で
き
る
物

価
高
騰
対
策
応
援
券
に
充
て

る
財
源
は
、
最
大
の
金
額
な

の
か
。

答　
　
　
　
国
か
ら
の
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
全
て
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

問　
民
間
保
育
所
４
施
設
に

対
し
て
行
わ
れ
る
光
熱
費
等

高
騰
対
策
保
育
所
等
一
時
支

援
金
の
額
は
、
単
純
に
定
数

で
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
の

質　
疑

総
務
課

財
政
課

か
。

答　
　
　
　
　
　
県
が
作
成

し
た
ル
ー
ル
で
、
定
員
に
応

じ
た
基
準
額
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
南
垣　

  

誠 

議
員

　
燃
料
費
が
高
騰
す
る
中
で
、

物
価
高
騰
対
策
応
援
券
配
布

事
業
の
実
施
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
へ
の
保
育
所

運
営
支
援
事
業
費
に
つ
い
は

大
い
に
評
価
で
き
る
。
し
か

し
、
町
単
独
で
全
て
の
事
業

者
へ
支
援
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

観
光
商
工
課

討
論

賛
成
討
論

追
加
議
案

　
３
月
18
日
に
上
程
さ
れ
た
追
加
２
議
案
は
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
11
号
）

　
除
雪
費
の
追
加
予
算

　
　
　
　
（
8
7
0
0
万
円
）

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
国
保
加
入
に
よ
る
追
加
給

　
付
費
の
補
正

　
　
　
　
　
（
5
6
0
万
円
）

議 

案契  約
○目　的
○方　法
○金　額
○相手方

香住自治区集会所整備工事
制限付一般競争入札
（ 1億3200万円）
中村建築　中村　慶次（なかむら　けいじ）

債権
放棄

破産法第３５条の規定により、
法人格が消滅したため、香美町内法人に
対する債権を放棄した。

町ぐるみ総合検診料 28,810円 4,140円法定外公共物占有料

令和６年度香美町一般会計修正予算（第10号）

令和６年度香美町一般会計補正予算（第10号）に対する修正動議
香美町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を定める
ことについて

8

谷口
眞治

松岡
大悟

東垣
典雄

小谷
康仁

田野
公大

藤井
昌彦

上田
勝幸

吉川
康治

西谷
高弘

岸本
正人

見塚
修

森浦
繁

西川
誠一

南垣
誠

西谷
尚

35

14
15
16

議案
番号 議 案 名

× ×

×

×

×

×

× ×
× × × × × × × ×

×
×
×

×

×
×
×

欠
欠

欠

欠
欠
欠

ー
ー

ー

ー
ー
ー

令和７年度香美町一般会計予算
令和７年度香美町国民健康保険事業特別会計予算
令和７年度香美町後期高齢者医療保険事業特別会計予算

人
権
擁
護
委
員

香
美
町
教
育

　
委
員
会 

委
員

質　疑　延べ床面積が区の人口に対して小さくないか。
答　弁　すべての区民が一同に集まる事がないので問題はないです。

議案の審議結果 ※賛否が異なった議案のみ掲載しています。

空白…賛成、×…反対、欠…欠席　※議長は採決に加わりませんので「ー」で表示しています。
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9　かみ議会だより 令和７年５月８日　第81号

討
論

◆
香
美
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

問　
階
級
に
よ
っ
て
補
償
金

額
が
違
う
と
い
う
事
は
、
階

級
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
が
違
う

と
判
断
し
た
の
か
。

答　
　
　
　
　
　
リ
ス
ク
が

違
う
と
い
う
判
断
よ
り
も
、

階
級
や
勤
務
年
数
に
応
じ
て

そ
の
責
務
の
度
合
い
が
違
う

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
最
前

線
で
消
火
活
動
に
当
た
る
方

に
つ
い
て
は
、
勤
続
年
数
等

関
係
な
く
リ
ス
ク
は
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

リ
ス
ク
で
金
額
が
違
う
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
見
塚　

  

修 

議
員

　
　
こ
の
条
例
は
香
美
町
の

消
防
団
員
が
消
防
作
業
に
従

事
し
、
も
し
く
は
救
急
業
務

に
協
力
し
た
時
に
疾
病
に
よ

り
死
亡
し
た
、
あ
る
い
は
、

障
害
に
な
っ
た
時
に
補
償
す

る
基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
別
表
の
第
５
条
関
係
の
表

を
み
る
と
、
階
級
と
勤
務
年

数
に
よ
っ
て
９
７
０
０
円
か

ら
１
万
４
５
０
０
円
の
補
償

額
の
基
準
額
の
差
が
あ
る
。

　
我
々
は
常
に
町
民
の
命
や

財
産
を
守
る
立
場
で
い
ろ
ん

な
政
策
を
や
っ
て
る
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
民
の
生

命
財
産
を
守
っ
て
頂
い
て
い

る
消
防
団
員
の
そ
の
身
体
の

値
段
が
、
階
級
や
勤
務
年
数

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
と
い
う

事
は
非
常
に
団
員
に
対
し
て

申
し
訳
な
い
事
だ
と
思
う
。

担
当
課
長
は
国
の
法
律
に
よ

る
基
準
が
あ
る
と
言
っ
た
が
、

そ
の
範
囲
内
で
町
の
規
程
が

多
分
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の

辺
の
説
明
も
詳
し
く
さ
れ
な

い
。
消
防
団
員
が
階
級
や
勤

務
年
数
に
よ
っ
て
命
や
身
体

の
値
段
に
差
が
あ
る
と
い
う

の
は
納
得
で
き
な
い
。　

◆
香
美
町
福
祉
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

問　
こ
の
条
例
の
施
行
が
７

月
１
日
か
ら
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
を
。

答　
　
　
　
受
給
者
証
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
現
在
発
行

し
て
い
る
有
効
期
限
が
令
和

７
年
６
月
30
日
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て

質　
疑

質　
疑

質　
疑

反
対
討
論 条

例
改
正

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
改
正
16
議
案
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

防
災
安
全
課

賛
成
多
数
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

は
令
和
６
年
分
の
所
得
が
決

定
し
た
の
ち
、
令
和
７
年
７

月
１
日
よ
り
一
斉
更
新
を
し

て
対
象
者
の
方
を
選
び
、
受

給
者
証
を
交
付
を
し
ま
す
。

◆
香
美
町
村
岡
有
機
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

問　
今
回
条
例
を
改
正
す
る

値
上
げ
に
至
っ
た
経
緯
の
説

明
を
。

答　
　
　
　
　
　
指
定
管
理

者
か
ら
人
件
費
や
物
価
高
騰

と
い
う
事
で
経
営
改
善
に
つ

な
げ
る
使
用
料
の
増
額
の
要

望
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
運

営
協
力
金
も
廃
止
し
て
み
な

さ
ん
か
ら
平
等
に
負
担
い
た

だ
く
要
望
書
も
出
て
い
ま
す
。

健
康
課

村
岡
地
域
局

団長及び副団長

分団長及び副分団長

部長、班長及び団員

14,500

12,900

11,300

（単位：円）

13,700

12,100

10,500

12,900

11,300

9,700

10年未満

勤務年数
階　　級 20年未満10年以上

20年未満

別表（第5条関係）　 補償基礎額表

◆
一
日
市
区
公
民
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
名
称

　
　
一
日
市
区
公
民
館

・
所
在
地

　
　
香
住
区
一
日
市

　
　
　
　
３
３
３
番
地
の
26

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
一
日
市
区

・
指
定
の
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日

◆
香
美
町
立
国
民
宿
舎

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

・
名
称

　
　
香
美
町
立
国
民
宿
舎

　
　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　

 

今
子
浦
」

・
所
在
地

　
　
香
住
区
境
５
８
２
番
地

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
さ
か
え
開
発
株
式
会
社

・
指
定
の
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日

指
定
管
理

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
指
定
管
理
者
の
指
定
２
議
案

が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一日市区公民館

ファミリーイン今子浦（夕凪の丘）
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町
の
重
点
施
策
、第
２
期
総

合
戦
略（
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
）に
数
値
目
標
が
あ

る
が
、こ
の
目
標
に
最
終
年
度

ど
う
取
り
組
む
か
を
問
う
。

①
香
美
町
に
お
け
る
安
定
し

た
就
労
の
場
を
創
出
す
る
。

②
香
美
町
へ
の
新
し
い
ひ
と

の
流
れ
を
つ
く
る
。

③
若
い
世
代
の
結
婚
、出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。

④
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、周

辺
地
域
と
連
携
す
る
。

　
　
　
　
　

①
新
規
就
労
者

数
、６
年
間
で

人
の
目
標
に

対
し
令
和
６
年
度
末

人
の

見
込
み
で
す
。

②
若
い
世
帯
の
新
た
な
移
住
、

６
年
間
で

世
帯
の
目
標
に
対

し
令
和
６
年
度
末  

世
帯
の

見
込
み
で
す
。

③
年
少
人
口（
０
歳
〜  

歳
）１

６
５
０
人
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
令
和
５
年
度
は
、

１
３
８
６
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
数

６
箇
所
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

東垣 典雄議員
ひがしがき　のり   お

町　

 

長

第
２
期
総
合
戦
略
の
数
値
目
標
、達
成
は
可
能
か

達
成
は
困
難
で
す
が
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
進
め
ま
す 　3月定例会での一般質問は11人の議員が

町政全般について質問を行いました。
　一般質問は、議員が町政全般について執
行状況や将来に対する考え方などを町長や
教育長に問うものです。
　議員一人当たりの持ち時間は、町長の答
弁を除き30分以内と決められています。
　内容については、議員本人が執筆（要約）
したものを掲載しています。
（※QRコードでそれぞれの様子を視聴でき
ます）

が
令
和
７
年
度
に
小
代
区
で
の

新
た
な
組
織
の
設
立
を
含
め
２

箇
所
の
見
込
み
で
す
。

　

い
ず
れ
の
項
目
も
令
和
７
年

度
末
で
は
目
標
達
成
は
困
難
な

状
況
で
す
が
目
標
に
近
づ
け
ら

れ
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

一般質問

町政を問う！町政を問う！

かみ議会だより　10令和７年５月８日　第81号

39

70

90

41
14

ふたりでハイハイ

そ
の
他
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

令
和
６
年
度
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
報
告
に
つ
い
て
問
う
。
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11　かみ議会だより 令和７年５月８日　第81号

美味しくなぁれ！！ 一生懸命頑張ったのだか

そ
の
他
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

活
力
と
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

求
め
て（
P
a
r
t
４
）

（
安
心
・
安
全
編
そ
の
１
）

道
路
法
等
改
正
に
伴
う
安
全
か
つ
円

滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
道
路
分
野

の
脱
炭
素
化
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
私
は
昨
年
の  

月
議
会
で
除

雪
対
応
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
町
長
は
国
県
と
の
連
携
体
制
を

整
え
、町
の
直
営
及
び
車
道
、歩
道

を
含
め

社
へ
の
委
託
で
交
通

安
全
の
確
保
を
図
る
べ
く
準
備
を

整
え
て
お
り
ま
す
と
答
弁
さ
れ
た
。

　
今
年
は
数
回
に
わ
た
り
、長
期

間
の
寒
波
が
到
来
し
、大
雪
に
見

舞
わ
れ
た
。

　
そ
こ
で
除
雪
対
応
に
つ
い
て
、

①
車
道
②
歩
道
③
消
雪
工
、ま
た
町

民
か
ら
の
苦
情
等
の
実
態
、対
応
、

今
後
の
取
り
組
み
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
国
県
と
情
報
の
共
有
、

意
見
交
換
を
随
時
行
う
と
と
も
に
、

建
設
課
と
地
域
局
に
連
絡
員
を
配

備
し
、対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①
車
道
で
は
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー

場
に
通
じ
る
道
で
一
時
 
台
程
度

の
滞
留
が
あ
り
、②
歩
道
で
は
下

岡
丹
生
地
間
で
除
雪
機
の
故
障
に

よ
り
、除
雪
が
で
き
な
い
事
例
が

発
生
し
、地
元
区
長
に
理
解
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。③
消
雪
工
で
は
、

水
量
不
足
で
車
両
の
通
行
が
困
難

と
な
る
事
例
も
あ
り
、い
ず
れ
も

町　

 

長

除
雪
対
応
と
今
後
の
取
り
組
み
は
‼

除
雪
体
制
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す

通
勤
、通
学
に
間
に
合
わ
な
い
等

の
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
年
度
に
町
全
体
の
除
雪
体
制

の
在
り
方
を
見
直
し
、検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

見塚　修議員
み づか　　　おさむ

50

12

33

　
香
美
町
美
味
し
い
お
米
コ

ン
テ
ス
ト
は
、広
く
町
内
外
に

町
産
の
お
米
の
素
晴
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

「
折
角
良
い
こ
と
を
し
て
い
る

の
に
、上
位
入
賞
出
品
者
の
銘

柄
、栽
培
履
歴
等
を
広
く
知
っ

て
も
ら
っ
て
全
体
農
家
の
水

準
を
上
げ
る
べ
き
」と
の
声
を

聴
き
ま
す
。

①
村
岡
米
、み
か
た
棚
田
米
、

つ
ち
か
お
り
米
、か
に
の
ほ
ほ

え
み
米
等
、銘
柄
の
表
示

②
減
農
薬
、無
農
薬
の
表
示

③
栽
培
履
歴
の
表
示

　
　
　
　
　

当
コ
ン
テ
ス
ト

は
町
産
の
美
味
し
い
お
米
の

知
名
度
向
上
と
農
家
の
方
々

の
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、土
づ
く
り
、肥
培

管
理
等
の
栽
培
管
理
に
つ
い

て
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
、農
家
の
皆
さ
ん
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。近

町　

 

長

米
生
産
技
術
の
共
有
を

ニ
ー
ズ
に
そ
っ
て
企
画
し
ま
す

年
減
少
傾
向
に
あ
る
出
品
数

を
ピ
ー
ク
時
の
１
０
０
件
以

上
に
増
や
す
こ
と
を
目
標
と

し
、農
協
、農
家
の
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
内
容
で
開

催
で
き
る
よ
う
企
画
し
ま
す
。

藤井　昌彦議員
ふじ い　 まさひこ
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一般質問

かみ議会だより　12令和７年５月８日　第81号

～未来につなごう～「廃校プロジェクト」
【文部科学省のHPより】 子どもたちのために！

そ
の
他
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

香
美
町
の
持
続
可
能
な
町
政
運
営
に
関

連
し
た
考
え
方
、取
り
組
み
に
つ
い
て
。

香
美
町
の
未
来
を
育
て
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

　
こ
の
町
に
住
む
人
が
し
っ

か
り
生
活
が
で
き
、健
康
で
人

と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
、明

る
く
生
活
が
で
き
る
町
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。本
町
に

お
い
て
も
、移
住
定
住
な
ど
町

外
者
の
受
け
入
れ
の
取
り
組

み
の
成
果
も
見
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。た
だ
、町
民
自
体
が

自
分
の
町
に
魅
力
を
感
じ
て

い
れ
ば
、自
然
と
町
外
の
人
に

も
、香
美
町
の
魅
力
が
伝
わ
り
、

住
み
た
い
と
思
う
の
で
は
な

い
か
。 

　
　
　
　
　

政
策
的
な
問
題

解
決
や
自
治
体
と
し
て
の
取

り
組
み
は
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、人
口

減
少
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。今
後
、

町
に
対
し
て
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
施

策
展
開
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
香
美
町
の
社
会
環
境
の
中

で
産
業
も
弱
く
、働
け
る
環
境

や
生
活
で
き
る
取
り
組
み
に

力
を
い
れ
る
べ
き
で
は
。

町　

 

長

町　

 
長

町　

 

長

町
民
が
住
み
た
い
と
思
え
る
事
が
重
要

今
で
も
精
一
杯
や
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　

若
い
世
代
や
女

性
が
一
旦
都
市
部
に
出
て
も
、

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
施
策
や
取

り
組
み
が
な
け
れ
ば
人
口
減

少
は
止
め
ら
れ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
克
服

は
難
し
い
で
す
。香
美
町
を
選

ん
で
い
た
だ
け
る
取
り
組
み

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西谷　尚議員
にしたに　 ひさし

　
質
問
背
景『
令
和
７
年
度
に

臨
む
町
政
の
基
本
的
な
考
え
方

（
町
長
）』『
令
和
７
年
度　
香
美

町
教
育
の
重
点（
教
育
長
）』の

中
に
統
廃
合
に
伴
う
公
共
施
設

の
利
活
用
が
出
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
質
問
。

①
令
和
７
年
度
の
取
り
組
み
方

針
は
。

②
民
間
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　

①
公
共
施
設
利
用

利
活
用
検
討
フ
ロ
ー
に
従
い
対

応
し
ま
す
。庁
舎
内
で
の
活
用
の

有
無
を
確
認
し
、そ
の
可
能
性
が

な
け
れ
ば
、民
間
な
ど
に
よ
る
活

用
を
模
索
す
る
た
め
、サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
や
廃
校
バ
ン
ク

へ
の
登
録
を
考
え
て
い
ま
す
。

②
民
間
で
の
活
用
希
望
が
あ
れ

ば
、条
件
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま

す
。活
用
希
望
が
な
く
、今
後
も

見
込
め
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

解
体
撤
去
な
ど
の
財
産
処
分
を

行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

①
利
活
用
検
討
の

参
考
と
す
る
た
め
、地
域
や
保
護

R
７
年
度
に
お
け
る
校
舎
等
の
利
活
用
は

町
長
／
R
６
年
度
に
策
定
し
た
利
活
用
フ
ロ
ー
に
従
い
対
応
し
ま
す

教
育
長
／
R
７
年
度
早
々
に
地
元
意
向
を
検
討
委
員
会
に
報
告
し
ま
す

者
の
意
見
、要
望
の
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
ま
す
。教
育
委
員
会

と
し
て
は
、出
て
き
た
意
見
に
教

育
委
員
会
と
し
て
の
意
見
や
考

え
を
加
え
、令
和
７
年
度
早
々
に

町
の
公
共
施
設
利
用
検
討
委
員

会
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

吉川 康治議員
よしかわ やすはる

教
育
長
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町政を問う！町政を問う！

13　かみ議会だより 令和７年５月８日　第81号

信号機の認識は 香美町ふるさと納税

そ
の
他
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
肺
炎
予

防
に
つ
い
て
問
う
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
消
防
施
設

に
つ
い
て
問
う
。

そ
の
他
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

水
道
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
問
う
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、順
調
に

推
移
し
て
い
る
が
香
美
町
宿

泊
予
約
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

検
索
す
る
と
大
手
旅
行
会
社

を
通
し
て
申
込
み
予
約
を
す

る
こ
と
に
な
る
。そ
う
す
る
と

手
数
料
を
８
％
〜　
％
支
払

う
こ
と
に
な
る
た
め
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
善
を
求
め
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

宿
の
予
約
サ
イ

ト
は
、よ
り
広
く
多
く
の
方
に

情
報
を
提
供
し
て
、香
美
町
の

宿
泊
予
約
に
誘
導
す
る
仕
組

み
で
す
。ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、香
美
町
を
応
援

し
た
い
寄
付
者
の
お
気
持
ち

で
、宿
泊
補
助
券
の
購
入
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
を
検
討

い
た
だ
く
も
の
で
す
。い
ず
れ

の
方
法
も
、観
光
協
会
や
、加

盟
さ
れ
る
て
い
る
方
の
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
つ
く
り
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
仕
組
み
を
構
築

し
て
お
り
、こ
れ
を
要
因
と
し

て
収
入
減
と
な
っ
て
い
る
と

町　

 

長

会
議
の
場
で
議
題
に
あ
げ
ま
す

い
っ
た
認
識
は
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。た
だ
、香
美
町
観
光

ナ
ビ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見

せ
方
が
悪
い
と
い
っ
た
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、観
光
協
会
と

協
議
の
際
に
、ど
う
い
っ
た
改

善
が
い
い
か
、担
当
課
に
お
い

て
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

宿
泊
予
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善
つ
い
て
問
う

森浦　繁議員
もりうら     しげる

10

　
笠
波
ト
ン
ネ
ル
が
令
和
５
年

　
月　
日
に
開
通
し
念
願
だ
っ

た
、冬
期
に
雪
に
よ
る
事
故
や
車

両
が
登
坂
出
来
な
く
な
る
交
通

障
害
の
問
題
も
な
く
な
り
円
滑

な
交
通
確
保
が
可
能
に
な
っ
た
。

地
元
住
民
の
希
望
も
あ
り
笠
波

ト
ン
ネ
ル
北
側
を
出
た
所
に
信

号
機
が
設
置
さ
れ
た
が
ト
ン
ネ

ル
内
か
ら
本
信
号
を
遠
方
に
て

視
認
し
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
。

予
備
信
号
等
の
設
置
で
安
全
対

策
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

安
全
対
策
と
し
て

ト
ン
ネ
ル
南
側
入
り
口
及
び

交
差
点
の
手
前
３ 

０ 
０ 
ｍ
に
、

ト
ン
ネ
ル
出
口
信
号
交
差
点

あ
り
の
標
識
、手
前
約
２
０
０

ｍ
に
追
突
注
意
の
標
識
、手
前

約
１
２
０
ｍ
か
ら
速
度
落
と

せ
の
路
面
標
示
、そ
の
ほ
か
ト

ン
ネ
ル
内
に
速
度
注
意
、出
口

に
こ
の
先
カ
ー
ブ
注
意
の
標

識
等
設
置
、美
方
警
察
か
ら
信

号
機
の
視
認
性
に
つ
い
て
問

題
な
く
設
置
さ
れ
て
い
る
と

の
見
解
で
す
。　　

町　

 

長

笠
波
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
対
策
は

公
安
委
員
会
に
地
元
の
声
を
つ
な
ぎ
ま
す

　

予
備
信
号
の
設
置
基
準
は
交

差
点
の
手
前
が
カ
ー
ブ
や
坂
道
、

建
物
の
陰
で
視
認
し
づ
ら
い
場

所
が
基
準
で
あ
り
笠
波
ト
ン
ネ

ル
で
は
必
要
な
い
と
の
判
断
で

す
が
、改
め
て
地
元
か
ら
の
声

を
公
安
委
員
会
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

西谷 高弘議員
にしたに  たか ひろ

10
20



14
一般質問

かみ議会だより　14令和７年５月８日　第81号

３次計画に向けてしっかり検証を ８月以降の切れ目のない物価高騰対策を期待しています

そ
の
他
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

改
め
て
地
方
創
生
の
考
え
を
問
う
。

　
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が

３
．２
％
上
昇
、エ
ネ
ル
ギ
ー

全
体
が　
．８
％
上
昇
と
物
価

高
騰
が
町
民
の
く
ら
し
を
直

撃
し
て
い
る
。一
方
で
、１
月

の
実
質
賃
金
は
１
．８
％
マ
イ

ナ
ス
、今
年
の
年
金
は
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
目
減

り
で
マ
イ
ナ
ス
改
定
。ひ
と
り

１
万
円
の
商
品
券
は
７
月
末

で
終
了
す
る
。物
価
高
騰
に
苦

し
む
町
民
に
対
し
て
、８
月
以

降
の
切
れ
目
の
な
い
く
ら
し

応
援
の
予
算
が
必
要
で
は
な

い
か
。決
算
剰
余
金
や
財
政
調

整
基
金
を
使
え
ば
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、一
人
当
た

り
１
万
円
の
商
品
券
を
配
布

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。令
和

７
年
度
予
算
に
は
計
上
し
て

い
ま
せ
ん
が
、商
品
券
の
終
了

後
の
社
会
情
勢
の
動
向
を
踏

ま
え
、さ
ら
な
る
物
価
高
騰
対

策
が
必
要
か
、見
極
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。町
単
独
で
の
続

け
様
の
同
様
の
支
援
は
、財
政

町　

 

長

切
れ
目
の
な
い
物
価
高
騰
対
策
を

状
況
に
よ
っ
て
は
、考
え
ま
す

的
に
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、状
況
に
よ
っ
て
は

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷口 眞治議員
たにぐち   しん じ

10

　
令
和
７
年
度
は
香
美
町
に

と
っ
て
合
併　
周
年
の
節
目

で
あ
り
、第
２
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
お
よ
び
第
２
期
総

合
戦
略
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、こ
れ
ら
の
計
画
を
着

実
に
実
践
し
、「
こ
ど
も
た
ち
に

夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」の

実
現
を
目
指
す
。そ
の
た
め
、

「
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
実

現
す
る
予
算
」と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
た
が
、そ
の
真
意

と
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

以
下
が
持
続
可

能
な
町
政
運
営
を
実
現
す
る

予
算
と
し
た
理
由
の
要
点
で

す
。

①
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
、安
全
安
心

な
町
の
仕
組
み
づ
く
り
を
強

化
し
ま
す
。

②
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

を
進
め
る
た
め
、必
要
な
支
出

を
計
画
し
、効
果
的
な
施
策
展

開
を
図
り
ま
す
。

③
将
来
の
財
政
課
題
に
備
え
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用

町　

 

長

安
全
安
心
、財
政
の
健
全
化
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

す
る
た
め
の
財
政
健
全
性
の

維
持
を
重
視
し
ま
す
。

④
子
育
て
支
援
や
町
民
生
活

の
支
援
を
充
実
さ
せ
、地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
、持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
推
進
に
向
け
た
施
策
を

新
た
に
検
討
・
実
施
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
実
現
す
る
予
算
と
し
た
根
拠
は

田野 公大議員
た   の    きみひろ

20



15

　
　
　
　
　

そ
の
町
に
住
む

人
々
が
心
地
よ
く
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
を
基
本
に
、人
々
の
手
で

ま
ち
を
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
で
す
。美
し
い
町
並
み
、取
り

巻
く
自
然
環
境
や
景
観
が
す
ぐ

れ
、ま
ち
は
活
気
に
溢
れ
、農
地

は
実
り
豊
か
で
、住
民
は
我
が
町

や
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、ま
ち
全

体
が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
理
想

で
す
。

　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、少

し
学
校
全
体
に
活
力
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。意
識
を
変
え

れ
ば
活
力
は
生
ま
れ
る
し
、教
職

員
の
活
力
は
や
が
て
子
ど
も
に

帰
る
。も
っ
と
も
っ
と
学
校
を
中

心
と
し
て
、活
力
を
取
り
戻
し
た

い
。少
な
く
な
っ
て
行
く
中
で
も

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

を
町
中
に
あ
ふ
れ
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
関

及
び
行
政
が
一
丸
と
な
り
、地

域
の
医
療
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、

町
民
の
医
療
需
要
に
応
え
、将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
医
療
、

福
祉
提
供
体
制
を
構
築
し
、健

病
院
事
業
管
理
者

町
長・教
育
長・病
院
事
業
管
理
者
の
夢
を
伺
う

地
域
や
保
護
者
の
意
見
や
要
望
を
伺
っ
て
い
き
ま
す

全
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。町
民
に
親
し
ま
れ
信

頼
さ
れ
る
病
院
を
職
員
全
員
が

し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、全
力

で
注
力
し
ま
す
。

　
私
が
出
来
る
こ
と
を
責
任
を

持
っ
て
、波
の
音
が
聞
こ
え
稲

穂
の
香
り
漂
う
豊
か
な
大
地
で
、

１
つ
で
も
、少
し
で
も
よ
か
っ

た
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
事

業
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

町政を問う！町政を問う！

15　かみ議会だより 令和７年５月８日　第81号

南垣　誠議員
みなみがき　　まこと

教
育
長

未来は子どもたちのもの 新たな香美町らしいキャッチフレーズに期待！

　
昨
年
か
ら
第
３
次
香
美
町

総
合
計
画
を
策
定
す
る
過
程

で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
世

代
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
開
催
し
て
、住
民
と
共
に
香

美
町
の
最
上
位
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
お
い

て
、香
美
町
が
目
指
す　
年
後

の
姿
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
町
内
外
か
ら
広
く
募
集
す

る
こ
と
は
、住
民
と
行
政
の
距

離
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
。

　
　
　
　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
募
集
対
象
を
町
内
外
と
し

た
の
は
、町
民
は
町
内
の
状
況

を
認
識
し
た
上
で
の
提
案
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。一
方
、

本
町
出
身
者
や
関
わ
り
を

持
っ
た
方
々
も
多
数
お
ら
れ
、

町
民
と
は
異
な
っ
た
外
部
か

ら
の
視
点
で
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
提
案
を
期
待
し
て

お
り
、様
々
な
視
点
で
の
将
来

像
を
提
案
頂
き
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

　

他
自
治
体
を
み
る
と
、現
状

町　

 

長

町　

 

長
第
３
次
総
合
計
画
策
定
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
公
募
の
意
味

重
要
度
高
い
の
で
早
い
段
階
で
募
集
を
行
い
ま
し
た

の
課
題
解
決
型
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。本
町
の

現
状
を
認
識
し
た
皆
さ
ん
は

課
題
解
決
型
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
な
り
が
ち
な
傾
向

が
あ
る
と
考
え
、町
外
の
皆
さ

ん
か
ら
の
提
案
も
募
集
し
ま

し
た
。

松岡 大悟議員
まつおか   だい ご

10



16

かみ議会だより　16令和７年５月８日　第81号

香
美
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
可
決

10
月

10
月

９
月

香
住
病
院
新
院
長
着
任

内
視
鏡
等
機
器
を
整
備　

新
科
新
設
も
視
野
に

小
代
地
域
局
新
庁
舎
完
成

令
和
４
年
６
月

議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

令
和
５
年
３
月

　
議
会
の
４
年
間
の
活
動
と
、
議
決

し
た
主
な
事
業
を
年
表
と
写
真
で
ふ

り
返
り
ま
す
。

香
美
町
議
会
公
聴
会
開
催

３
月

議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
調
査
特
別
委
員
会
報
告

４
月

学
校
給
食
完
全
無
償
化

４
月

香
住
な
し
の
学
校
開
校

年
　
　
　
表

年
　
　
　
表

議
会
４
年
間
の
あ
ゆ
み

議
会
４
年
間
の
あ
ゆ
み

令
和
３
年
４
月　

香
美
町
議
会
議
員
の
選
挙
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17　かみ議会だより 令和７年５月８日　第81号

10
月10

月

11
月

６
月

６
月

役
場
本
庁
舎
外
壁
修
繕
工
事
を
含
む
予
算
可
決

香
住
病
院
東
館
を
新
設

９
月

香
美
町
議
会
議
員
定
数
削
減
の
請
願　

不
採
択

笠
波
ト
ン
ネ
ル
開
通

新
し
い
議
場
配
信
シ
ス
テ
ム
を
視
察

令
和
６
年
３
月

香
美
町
議
会
議
員
改
革

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

３
月
新
し
い
矢
田
橋
が
開
通

３
月
町
道
山
手
若
松
線
が
開
通

４
月
奥
佐
津
幼
稚
園
・
小
学
校
、
佐
津
幼
稚
園
・
小
学
校
閉
園
・
閉
校

新
た
な
香
住
幼
稚
園
・
香
住
小
学
校
ス
タ
ー
ト

６
月

小
代
中
学
校
体
育
館

大
規
模
改
修
工
事
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

９
月
香
美
町
議
会
議
員
改
革
調
査
特
別
委
員
会
報
告

議
会
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
努
力
賞
を
受
賞

香美町議会議員一同
４年間ありがとうございました。
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かみ議会だより　18令和７年５月８日　第81号

 

○
所
管
事
務
調
査

　
所
管
課（
総
務
課
、財
政
課
、

企
画
課
、
防
災
安
全
課
、
税

務
課
、
町
民
課
、
健
康
課
、

福
祉
課
、
公
立
香
住
病
院
）

に
係
る
事
務
の
進
捗
状
況
や
、

事
業
内
容
の
確
認
、
発
生
し

た
課
題
に
対
す
る
対
応
や
対

策
の
確
認
な
ど
の
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

　
ま
た
、
当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
、
公
立
香
住
病
院
事

業
企
業
会
計
決
算
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。　

  

○
視
察
研
修

　
近
年
加
速
す
る
人
口
減
少

の
中
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
絆
の
重
要
性
と
デ

ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
に
着
目

し
、
先
進
地
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

公
共
交
通
の
取
組

　
M
a
a
S
を
活
用
し
た
新

た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た

京
都
府
南
山
城
村
に
お
い
て
、

「
過
疎
地
に
お
け
る
公
共
交

通
」
を
テ
ー
マ
に
、
先
進
技

術
と
過
疎
地
の
融
合
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

健
幸
ア
プ
リ
の
取
組

　
多
可
町
で
は
、「
町
民
が

楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
健
康

管
理
」
の
方
法
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

広
域
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
精
力
的
に
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

  

○
町
へ
の
提
言

　
公
共
交
通
の
取
り
組
み
は
、

国
や
民
間
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
で
財
政
負
担
を
軽
減
で

き
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形

成
に
よ
り
課
題
解
決
を
図
る

こ
と
で
、
利
便
性
と
安
心
感

に
つ
な
げ
、
住
民
満
足
度
の

向
上
を
図
る
べ
き
と
提
言
し

ま
し
た
。
ま
た
、
健
幸
ポ
イ

ン
ト
事
業
で
は
、
ア
プ
リ
の

併
用
で
、
多
世
代
に
対
応
し
、

広
域
で
共
同
運
用
す
る
こ
と

で
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
電
子
マ
ネ
ー
化
な
ど

ポ
イ
ン
ト
を
多
様
化
す
る
こ

と
で
、
D
X
を
意
識
し
た
楽

し
い
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
と

し
、
健
康
促
進
と
活
性
化
を

目
指
す
べ
き
と
提
言
し
ま
し

た
。

多可町の議場にて

南山城村での研修風景

調査報告
　
令
和
６
年
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
能
登
半
島
北
部
が
甚
大
な
被
害
に
遭
う
大
変
な
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
で
は
10
月
11
日
に
浦
上
区
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
よ
り
、
出
火
元
か
ら
近
隣
の
住
宅
や

土
蔵
、
車
庫
な
ど
に
も
延
焼
し
、
計
９
棟
が
被
害
を
受
け
る
近
年
に
な
い
大
規
模
な
火
災
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
地
震
や

水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
の
備
え
と
し
て
、日
ご
ろ
の
準
備
や
予
防
消
防
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

公
共
交
通
は
住
民
と
の
合
意
形
成
で
利
用
増
に

公
共
交
通
は
住
民
と
の
合
意
形
成
で
利
用
増
に

総
務
民
生
常
任
委
員
会　
委
員
長　
田
野　
公
大

開
催
日

4
月
24
日

5
月
13
日

6
月
12
日

7
月
19
日

7
月
30
日

9
月
5
日

10
月
7
日
〜

　
10
月
8
日

11
月
21
日

12
月
9
日

3
月
3
日

協
議
事
項

　
（
１
）
令
和
５
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
（
２
）
令
和
５
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
町
民
課
）

　
（
２
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
健
康
課
）

　
（
3
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
福
祉
課
）

　
（
4
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
防
災
安
全
課
）

調
査
事
項

　
（
１
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
総
務
課
）

　
（
２
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
企
画
課
）

協
議
事
項

　
（
１
）
公
立
香
住
病
院
事
業
企
業
会
計
決
算
審
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
営
方
法
）

調
査
事
項

　
（
１
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
公
立
香
住
病
院
）

審
議
事
項

　
（
１
）
公
立
香
住
病
院
事
業
企
業
会
計
決
算
審
査
に
つ
い
て

協
議
事
項

　
（
１
）
視
察
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

　
（
２
）
視
察
研
修
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
過
疎
地
に
お
け
る
公
共
交
通
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
府
南
山
城
村

　
（
２
）
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
関
す
る
取
り
組
み
及
び
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
入
後
の
効
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
多
可
町

報
告
事
項

　
（
１
）
浦
上
区
内
火
災
に
つ
い
て
（
防
災
安
全
課
）

調
査
事
項

　
（
１
）
視
察
研
修
の
ま
と
め
に
つ
い
て

協
議
事
項

　
（
１
）
視
察
研
修
報
告
の
ま
と
め
に
つ
い
て

　
　
　
　
10
月
７
日
〜
８
日

　
　
　
京
都
府
南
山
城
村
が
取
り
組
む
過
疎
地
に
お
け
る
公
共
交
通
の

　
　
　
取
り
組
み
、
及
び
兵
庫
県
多
可
町
が
取
り
組
む
健
幸
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
制
度
に
関
す
る
取
り
組
み
、
制
度
導
入
後
の
効
果
に
つ
い
て

報
告
事
項

　
（
１
）
香
美
町
山
手
土
地
区
画
整
理
組
合
の
解
散
に
つ
い
て
（
企
画
課
）

調
査
事
項

　
（
１
）
個
別
施
設
計
画
（
イ
ン
フ
ラ
施
設
見
直
し
・
策
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
訂
の
報
告
（
総
務
課
）

調
査
事
項
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○
所
管
事
務
調
査

　
当
委
員
会
で
は
、
各
所
管

課
が
令
和
５
年
度
の
「
特
に

力
を
入
れ
た
重
点
事
項
」
の

進
捗
状
況
を
確
認
。
令
和
６

年
度
の
「
今
後
、
１
年
間
力

を
入
れ
る
重
点
事
項
」
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
上
下
水
道
事
業
、
国

民
宿
舎
事
業
企
業
会
計
決
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。　

   

○
町
内
現
地
視
察

⑴
小
代
区
秋
岡
上
水
道
供
給

施
設
の
ろ
過
装
置
等
を
視
察

　
担
当
課
長
か
ら
町
民
へ
の

安
心
安
全
な
水
の
供
給
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

⑵
町
道
鍛
治
屋
向
平
線
の
視

察
　
道
路
は
幅
員
が
狭
く
急
峻

で
特
に
冬
場
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
か
ら
本
工
事

に
よ
り
、
幅
員
を
広
げ
、
町

民
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

○
視
察
研
修

　
町
内
で
は
１
次
再
編
と
し

て
令
和
６
年
４
月
か
ら
佐

津
・
奥
佐
津
小
学
校
が
香
住

小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
既
に
２
次
、
３
次
の
再
編

が
計
画
さ
れ
て
お
り
確
実
に

空
き
校
舎
が
発
生
し
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の

空
き
校
舎
を
利
活
用
し
地
域

の
活
性
化
、
産
業
振
興
、
人

材
育
成
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
２
つ
の
先
進
事
例

先
を
視
察
先
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。

①
京
都
府
福
知
山
市
の
Ｔ
Ｈ

Ｅ
６
１
０
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ（
旧
中

六
人
部
小
学
校
）
イ
チ
ゴ
農

園
企
業
誘
致
の
事
例

　
福
知
山
市
の
空
き
校
舎
利

活
用
の
専
門
課
を
設
置
、
受

け
入
れ
方
針
の
決
定
、
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
、
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、バ
ス
ツ
ア
ー

実
施
。

②
福
井
県
若
狭
町
の
若
狭
町

み
さ
き
漁
村
体
験
施
設
、
地

域
協
議
会
、
行
政
、
大
学
連

携
の
事
例

　
大
学
と
以
前
か
ら
交
流
。

活
発
な
地
域
協
議
会
活
動
。

　
統
合
の
話
が
出
た
こ
ろ
か

ら
前
倒
し
協
議
。

 

○
町
へ
の
提
言

　
「
空
き
校
舎
利
活
用
の
専

門
課
を
設
置
す
る
べ
き
」

　
「
受
け
入
れ
方
針
を
決
定

す
べ
き
」

　
「
地
域
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
統
合
の
話
が
出
た
ら
す

ぐ
に
協
議
す
る
べ
き
」

　
と
し
ま
し
た
。

若狭町みさき漁村体験施設にて

小代区内の町道を視察

調査報告
　
当
委
員
会
で
は
、
各
所
管
課
（
農
林
水
産
課
・
観
光
商
工
課
・
上
下
水
道
課
・
建
設
課
・
教
育
総
務
課
・
こ
ど
も
教
育
課
・

生
涯
学
習
課
）
に
１
年
を
通
し
て
の
重
要
課
題
、
進
捗
状
況
を
聴
取
し
、
活
動
し
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
と
活
性
化
、産
業
振
興
を
目
指
し
て

地
域
の
安
全
と
活
性
化
、産
業
振
興
を
目
指
し
て

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会　
委
員
長　
森
浦　
　
繁

開
催
日

4
月
4
日

5
月
14
日

6
月
13
日

７
月
22
日

9
月
4
日

10
月
31
日

11
月
5
日
〜

　
11
月
6
日

12
月
10
日

12
月
17
日

３
月
4
日

協
議
事
項

　
（
１
）
令
和
５
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
（
２
）
令
和
６
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て

　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
、
こ
ど
も
教
育
課
、
生
涯
学
習
課
）

審
査
事
項

　
請
願
審
査
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
２
分
の
１
の

　
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択

　
の
請
願
に
つ
い
て
」

調
査
事
項

　
（
１
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
建
設
課
）

　
（
２
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
農
林
水
産
課
）

　
（
３
）
所
管
事
務
調
査
つ
い
て
（
観
光
商
工
課
）

協
議
事
項

　
（
１
）
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
及
び
国
民
宿
舎
事
業
企
業

　
　
　

  

会
計
決
算
審
査
に
つ
い
て
（
運
営
方
法
）

審
査
事
項

　
（
１
）
議
案
第
１
１
０
号　
令
和
５
年
度
香
美
町
水
道
事
業

　
　
　

  

企
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
つ
い
て

　
（
２
）
議
案
第
１
１
１
号
令
和
５
年
度
香
美
町
下
水
道
事
業

　
　
　

  

企
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
つ
い
て

　
（
３
）
議
案
第
１
１
２
号　
令
和
５
年
度
香
美
町
国
民
宿
舎

　
　
　

  

事
業
企
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
に
つ
い
て

報
告
事
項

　
（
１
）
香
美
町
芸
術
文
化
振
興
計
画
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
視
察
研
修
（
福
知
山
市
・
若
狭
町
）
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
小
代
区
内
に
お
け
る
配
水
計
画
等
に
つ
い
て
（
上
下
水
道
課
）

　
（
２
）
町
道
鍛
治
屋
向
平
線
の
整
備
に
つ
い
て
（
建
設
課
）

視
察
研
修

　
視
察
先
：
５
日　
京
都
府
福
知
山
市

　
　
　
　
　
６
日　
福
井
県
若
狭
町

視
察
事
項

　
廃
校
の
利
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

審
査
事
項

　
（
１
）
請
願
審
査
「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
」

　
　
　

  

実
効
性
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
、
長
時
間
労
働
是
正
を
求
め
る

           

意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て
」

調
査
事
項

　
（
１
）
視
察
研
修
の
ま
と
め
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）
視
察
研
修
の
ま
と
め
に
つ
い
て

調
査
事
項

　
（
１
）「
第
３
期
香
美
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
こ
ど
も
教
育
課
）

調
査
事
項

! !! !

な
か

む
と
べ
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こ
の
2
年
間
で
計
８
回
の

「
か
み
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行

し
、
議
会
の
情
報
を
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
お
届
け
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
至
ら
ぬ
点
も
多
く
、
と
き

に
は
誤
り
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

意
見
や
ご
指
摘
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く

り
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
広
報

紙
の
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
表

紙
写
真
の
撮
影
や
こ
の
人
こ
こ

に
あ
り
に
出
稿
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。委

員

長

南
垣
　
　
誠

副
委
員
長

西
谷
　
　
尚

委
　
　
員

松
岡
　
大
悟

　
　
　
　

小
谷
　
康
仁

　
　
　
　

藤
井
　
昌
彦

　
　
　
　

上
田
　
勝
幸

　
　
　
　

吉
川
　
康
治

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

かみ議会だより　20令和７年５月８日　第81号

h
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編
集 

広
報
公
聴
常
任
委
員
会　

発
行　

兵
庫
県
香
美
町
議
会

令
和
７
年
５
月
８
日
発
行　

電
話 

０
７
９
６
ー
３
６
ー
１
９
６
３

こ
の
人 

こ
こ
に
あ
り

『
テ
ン
ク
ウ
　
　
メ
イ
ソ
ウ

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
講
師
　
藤
田  

サ
ク
ラ 

さ
ん
』

め
い
そ
う

編
集
後
記

集
中
力
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
向
上
な
ど
、
多
く
の
効
果

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
移
住
の
き
っ
か
け
は
？

　
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
13

年
間
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
が
小
学
生
に
な
る
の

を
機
に
「
母
国
に
戻
り
、
自

然
豊
か
な
場
所
で
暮
ら
そ

う
」
と
移
住
先
を
探
し
ま
し

た
。
海
や
山
が
あ
り
、
夫
の

仕
事
の
都
合
で
本
州
に
絞
っ

て
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
空
き
家

バ
ン
ク
・
移
住
定
住
の
仕
事

に
採
用
さ
れ
、
２
０
２
１
年

１
月
に
家
族
で
香
美
町
へ
移

住
し
ま
し
た
。

◆
住
み
心
地
は
？

　
最
初
の
２
年
間
は
町
の
中

心
部
の
賃
貸
に
住
み
ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
を
し
に
来
た
は

ず
が
、
前
の
ベ
ル
リ
ン
の
住

ま
い
よ
り
便
利
で
快
適
な
家

に
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し「
こ

の
ま
ま
で
は
田
舎
暮
ら
し
の

感
覚
が
鈍
っ
て
し
ま
う
」
と

思
い
、
３
年
目
に
村
岡
区
柤

岡
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　
空
き
家
だ
っ
た
家
は
、
隙

間
風
が
入
り
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
歪
み
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
修
繕
作
業
が
楽
し
く
、

工
夫
す
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん

愛
着
が
湧
き
ま
し
た
。
ム
カ

デ
の
侵
入
、
庭
の
草
と
の
戦

い
、
雪
の
上
の
熊
の
足
跡
な

ど
、
次
々
と
現
れ
る
課
題
に

向
き
合
う
こ
と
で
生
活
の
知

恵
が
増
え
、
自
分
が
た
く
ま

し
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ

ま
す
。

　
自
然
の
近
く
で
暮
ら
し
な

が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
に
向
き

合
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
そ
の

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ

り
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
今

は
「
も
っ
と
筋
肉
を
つ
け
よ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
議
会
や
行
政
に
望
む
こ
と

　
移
住
先
を
探
す
際
、
保
育

園
や
学
校
が
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
る

か
を
重
視
し
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
そ
の
点
を
妥
協
し
、

自
然
の
豊
か
さ
や
ご
縁
を
感

じ
て
香
美
町
に
決
め
ま
し
た
。

も
し
も
、
町
が
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
教
育
を
実
践
す
る
学

校
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、

町
民
の
幸
福
度
が
上
が
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
魅
力
に
惹

か
れ
て
移
住
す
る
人
も
増
え

る
で
し
ょ
う
。
特
化
し
た
も

の
が
あ
る
と
、
や
が
て
町
の

個
性
と
し
て
根
付
き
、
発
展

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

10
年
後
、20
年
後
の
香
美

町
を
「
ど
う
縮
小
す
る
か
」

で
は
な
く
、「
ど
う
発
展
さ

せ
る
か
」
と
い
う
視
点
で
考

え
ら
れ
る
町
に
し
た
い
で
す
。

人
々
が
萎
縮
せ
ず
に
の
び
の

び
と
自
分
を
表
現
で
き
る
社

会
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
香
美
町
は

真
の
「
桃
源
郷
」
と
な
る
で

し
ょ
う
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
瞑
想
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

教
育
も
、
そ
ん
な
社
会
づ
く

り
の
一
助
と
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◆
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想

と
は
？

　
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
、
医
療
・
教
育
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

多
様
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て

い
る
瞑
想
法
で
す
。
過
去
や

未
来
で
は
な
く
、
呼
吸
に
意

識
を
向
け
「
今
に
生
き
る
」

練
習
を
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

軽
減
や
睡
眠
の
質
の
向
上
、

de

　
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」に
着
目
し
、藤
田
さ
ん
は
村
岡

区
柤
岡
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
瞑
想
の
体
験
が
で

き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。瞑
想
と
は
何

か
、取
り
組
み
の
き
っ
か
け
な
ど
、藤
田
さ
ん
に
お
伺
い
し

ま
し
た
。

藤田 サクラさん

外で瞑想

暮らしを満喫中

オルタナティブ教育とは？　　　　
　画一的な授業とは対照的に、個性や主体性、
体験を重視した教育法。近年では、公立校でも
取り入れている自治体も出てきており、一般的
な学校では実施していない取り組みを行なって
いることが特徴です。


